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　寒さが厳しくなりつつある、十一月下旬の夜。

　三み嶋しま美み紅くと夫の彰あき史ふみは、静寂に包まれた寝室のベッドの上で仲良く肩を並べ、互いの顔を見つめ合っていた。

「なんだか照れるね」

　美紅がはにかんだように微笑めば、彼が小さく頷く。

「ああ。照れくさいのもあるけど、ちょっと変な感じだね」

「うん、そうかも」

　彰史の言葉に、今度は美紅が首を縦に振った。

　子どもが生まれてから、もう四ヶ月。こんな風に互いをゆっくりと見つめ合ったのは、なんだか久しぶりな気がする。

　毎日当たり前にしていたことが、家族が増えた途端にできなくなっていった。こうして静かにじっくりと視線を絡め合うことさえ、当たり前ではなくなってしまったのだ。

　そんな日々が日常となった今、美紅はすっかり周囲の物音や気配に敏感になっていた。

「ふたりとも起きないかな？」

「ぐっすり眠っているみたいだけど、どうだろうね」

　美紅の視線を追うように、彼も同じ方向を見る。

　夫婦のベッドのすぐ傍には、双子用のベビーベッドが並んでいる。小さな天使たちは、そこで幸せそうにすやすやと眠っていた。

「とりあえず、ふたりを起こさないように声はできるだけ我慢して」

「うん……」

「俺も、今夜は優しくするから」

　自信なさげに承諾した美紅の耳元で、彼が低い声音を落とす。耳朶に触れた吐息と囁きに、美紅の身体が微かに震えた。

　再び絡み合った視線には、もう熱が灯っていた。けれど、甘く艶やかな空気になるのは数ヶ月ぶりで、どことなくぎこちなさがある。

　それでも、惹かれ合うように唇を重ねれば、しっくりと馴染むようだった。

　触れるだけのキスは、相変わらず毎日している。

　どんなに忙しくても、寝不足で疲れていても、少し険悪な雰囲気になった日でも……。妊娠中に約束した通り、キスだけは欠かさなかった。

　一回しかできない日も増えたが、美紅が実家に帰っていて会えなかった時以外しなかった日はない。

　ただ、今夜は普段のそれとは違う。軽く触れ合うだけのくちづけなのに、唇から甘い熱に侵されていく。

　啄み合うのも、いたずらに食まれるのも、まるで心がふわふわとして心地好い。

　すぐにそんな戯れのようなキスでは足りなくなって、美紅が唇をそっと開く。すると、息を合わせるように、彰史の舌が侵入してきた。

　自分の意図を汲んでくれたことが嬉しくて、美紅はすかさず舌を差し出す。舌先が触れ合うと、あっという間に絡み合った。

　熱を持った塊で、互いの舌をくすぐり合うように動かす。美紅が彼の舌を撫ぜれば、応えるように撫で返される。

　じっくりと堪能し合うというよりも、どちらも相手の蜜欲を高めようとしているみたいだった。

「ふ、ッ、んっ……」

　舌の動きに合わせて、吐息が徐々に熱くなる。最初は互いに刺激し合っていたはずだったのに、いつしか彰史の舌が縦横無尽に這い回り、美紅の口腔を探っていく。

　そのまま、舌をちゅうぅっ……と吸い上げられた。

「んんっ……！」

　背筋がゾクゾクと粟立ち、連動するように下肢も震える。甘苦しさのせいで息が上がっている美紅に、彼が満足そうに瞳を緩めた。

「目が潤んでいるのって、いやらしい感じがするよね」

　あえて指摘されると、羞恥が膨らむ。けれど、再び唇を奪われてしまえば、恥ずかしさなんてどうでもよくなってしまった。

　くちづけたままの彰史が、美紅の背中をゆっくりと撫でる。官能を纏った触れ方は、それだけで美紅の心を高揚させた。

　美紅は彼の首に腕を回し、もっと欲しいと訴えるように舌をうごめかせる。キスが深まったのと同時に、ルームウェアの裾から骨ばった手が入ってきた。

　熱を持った肌をたどるように、わずかな冷たさを纏った手が這い上がってくる。背中にあった手が前に回り、たわわな双丘をやんわりと掴んだ。

「は、んっ……」

　ゴツゴツとした感触が、柔らかな胸を揉む。

　緩く、優しく……。けれど、時折思い出したかのように、小さな突起をかすめていく。可憐で幼気なそこは、繰り返されるささやかな刺激にも従順な反応を見せた。

　彰史はとても愉しげに、それでいて美紅を見つめる目はどこか余裕がなさそうだった。

　劣情を抱えた双眸に、美紅の胸の奥が高鳴る。

　早くこの先に進みたくなって思わず腰を揺らめかせれば、彼がいっそう嬉しそうに微笑み、花粒をキュッと摘まみ上げた。

「あんっ……！」

　甘やかな喜悦が走り抜け、もっと強い刺激が欲しくてたまらない。

　そうねだるように彰史を見つめる美紅のショーツの中は、すでに潤み始めていた──。
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　夏の暑さが消え、新緑から秋の色へと移り変わり始めた九月下旬。

　一ヶ月以上ぶりに、美紅は自宅に足を踏み入れた。

「ただいま」

「おかえり」

　たった今、一緒に帰宅したばかりの美紅の声に、彰史が答える。ふたりの腕の中では、天使がすやすやと眠っていた。

　彼の腕の中にいるのは長男の航わたる、そして美紅が抱いているのは航の妹の蛍ほたるだ。航と蛍は、お盆明けから数日後に二卵性双生児として生まれた。

　まだ生後一ヶ月ほどの赤ちゃんは、少し力を入れてしまえば壊れそうなほどに小さい。

　予定日よりも十日早く生まれたことや双子だということもあり、出生時にはもっと小さかった。一般的な体重に辛うじて届いていたが、こんなに小さくて本当に大丈夫なのか……と随分と不安になったものだ。

　ところが、彰史と美紅の心配を余所に、ふたりはすくすくと育っている。先日の検診では、航と蛍の体重を確認した助産師から太鼓判を押されたほどである。

「疲れただろう。まずは少し休もう」

　リビングには、彰史が事前に用意しておいてくれた折り畳み式のベビーベッドがある。彼はそこに航を寝かせ、美紅も蛍をそっと置いた。

　寝室には普通のベビーベッドがあるが、双子だとわかった時に他の部屋でも寝かせる場所がある方がいいのではないかと考え、折り畳み式のベビーベッドも購入に至った。

　これは、通常のベビーベッドとは違って簡単に組み立てられる。高さは三〇センチほどでキャスター付きのため、美紅ひとりの力でも移動させるのは容易い。

　あくまでサブとして使用されることが多いらしく、大きさから考えても生後半年くらいまでしか使えないとは思うが、互いの実家に行く時にも便利だろう。

　現に、美紅の里帰り中も増ます岡おか家で大活躍だった。昨夜、増岡家に来ていた彰史が一足先に持って帰ってきてくれていたのだが、結果的に実家にいる間は毎日使用していた。

「お茶でも淹れようか」

「じゃあ、私が──」

「いいよ。俺が準備するから、美紅はゆっくり座っていて」

　先に立ち上がった彼に「ありがとう」と微笑み、甘えさせてもらうことにする。

　美紅はソファーに腰掛けると、無意識のうちに息を深く吐いていた。どうやら、自分で思うよりも疲れていたらしい。

　それもそのはず。

　実家から自宅に帰ってくる三十分ほどの間の半分は、車内が泣き声の大合唱だった。

　車に乗った時にはご機嫌だったはずの航と蛍だったが、五分もせずに蛍が泣き出し、つられるように航まで泣き始めたのだ。

　彰史は運転中で、納車したばかりのワゴン車の後部席で子どもたちをあやせるのは美紅だけ。とはいえ、新生児期が過ぎたばかりの乳児をチャイルドシートから下ろすわけにもいかず、どうにかしようにも泣き声はヒートアップしていくばかり。

　左右にいる航と蛍のお腹を優しくポンポンと撫でながら、『大丈夫だからね。もうすぐ着くからね』と声をかけることくらいしかできなかった。

　実家との距離はそう遠くないのに、渋滞していたのも不運だったと言える。

　結局、泣き疲れたのかふたりはほぼ同時に眠りに就き、それから十分ほどして自宅に到着した時には起こさないように全神経を集中させて車から降ろしたのだった。

「ハーブティーでよかった？」

「うん、ありがとう」

　ソファーに座った彰史からマグカップを受け取り、そっと口をつける。すっきりとした味わいのハーブティーを飲んで、ようやくリラックスできた気がした。

「運転、大変だったでしょ？」

「いや、ちっとも。俺より美紅の方が大変だったよね。なにもできなくてごめん」

「ううん、運転中だったんだもん。仕方ないよ」

「だとしても、ああいう時は一度どこかで車を停めて抱っこでもしてあげた方がいいんじゃないかな。さすがに少し可哀想だったし」

「私も彰史さんと同じ気持ちだけど、毎回そんな風にできるわけじゃないと思うし……。それに、これからは私ひとりで航と蛍を連れて出なきゃいけないこともあるでしょ？　そしたら絶対に、まだ首が据わってないふたりを同時に抱っこするなんて無理だもん……」

　この一ヶ月、実家では常に美紅の母親の直なお美みが育児を手伝ってくれていた。

　直美が買い物などでいない時もあったが、美紅ひとりだけで航と蛍を見ていたのは一日に数時間程度のこと。土日には父親の隆たかしもいてくれたため、随分と甘えさせてもらった。

　深夜でも直美がミルクをあげたりオムツ替えたりと手伝ってくれたのもあり、美紅はずっと直美に頼りっ放しだった。

　しかし、今日からはそうはいかない。平日は、朝から晩まで美紅ひとりで育児をこなす必要がある。

　直美はもちろん、彼の母親の敏とし恵えも時々は手伝いに来てくれる予定だが、実家にいた時のように自分以外の大人が常に傍にいてくれるような生活ではなくなるのだ。

「確かにそうだね。ふたりで出掛けられる時ばかりじゃないから、これからはああいうことにも慣れていかないといけないか」

　彰史は頷き、息を小さく吐いた。

「ダメだな、俺は。なにもしてあげられないタイミングでふたりに泣かれると、自分で思っているよりもずっと焦るみたいだ。それに比べて、美紅は随分落ち着いていたね」

「仕方ないよ。彰史さんは、週末くらいしか航と蛍にゆっくり会えてなかったんだし。それに、私だって内心おろおろしてたよ？」

「そんな風には見えなかったよ。ふたりをあやす声は優しかったし、子守唄だってもうすっかり慣れている感じがした」

「そりゃあ、子守唄なら毎日たくさん歌ってるもん」

「そうだね。俺と電話している時でも、ふたりが泣き出すとよく歌っていたし。聴いていると、俺まで眠りそうになったことがあったよ」

　美紅がふふっと笑うと、穏やかな眼差しを返された。

　この一ヶ月、彼とは週末婚のような状態だった。

　平日は彰史の仕事が早く終われば会いに来てくれて、週末には朝から夜まで過ごす。金曜日の夜から日曜日にかけて増岡家に泊まっていくこともあったが、一緒に過ごせた時間はまだまだ多くはない。

　彼は美紅と違い、航と蛍の傍にずっといられたわけではないのだ。

　一方、美紅は産後から毎日子どもたちと一緒にいる。母子同室ではなかったが、入院中にもたくさん一緒に過ごしたし、実家でも常に育児に励んでいた。

　過ごした時間の長さだけで言えば、すでに大きな差がある。

　当初は、育児休暇を取ることも考えていた彰史だったが、彼を責任者に据えた副社長肝入りのプロジェクトが動いているらしく、あえなく断念した。

　もちろん、その気になれば育休自体は取れただろう。

　彰史が勤める『シブサワ堂』でもリモートワークは取り入れられているため、手を尽くせば在宅勤務にできないこともないようだった。実際、彼自身はそのつもりでいたようだ。

　しかし、美紅が反対した。

　彰史はもともとシブサワ堂の専務である隆がとても目をかけていた部下で、美紅は隆から彼がその手腕を発揮し続けているのだと聞いている。

　彰史がせめてリモートワークをしてくれれば、美紅はとても助かるだろう。けれど、彼の方は仕事に集中できないに違いない。

　赤ちゃんのお世話をしていると予想外のことばかりで、一日の過ごし方をシミュレーションしていても予定通りに進められることの方が少ない。

　この一ヶ月を振り返っても、上手くいった日は一日か二日あったかどうか……というところだ。

　ミルクをあげたらオムツを交換し、やっと眠ったと思ったら簡単に目を覚ます。双子だからなのか、ひとりが泣き出せばもう片方も泣き、まともに座れないこともあった。

　この環境の中、自宅で仕事をするなど、どう考えても過酷だろう。むしろ、まともに仕事ができるとは思えない。

　美紅としても、彰史が常に真摯に仕事に向き合っていることを知っているため、彼には大事なプロジェクトに集中してほしかった。

　しばらくは帰宅が遅くなる日もあるようだが、十二月には落ち着くと聞いている。

　そのため、それまでは両家の母親に甘えさせてもらうつもりだ。家事に関しては、彰史の提案で外注することも視野に入れているし、きっとどうにかなるだろう。

「今日からは今まで以上に大変になるけど、ふたりで頑張ろう。俺も家にいる時にはできる限りのことはするから、美紅もひとりで抱え込まないと約束して」

「うん、わかってる。航と蛍のことは私たちがするしかないけど、ご飯とかはたまに外注したりデリバリーしたりして、いい意味で適当にしようと思ってるから」

　彼が頷き、「いくらでも外注すればいいよ」と念押しする。

「ひとりだけでも大変なのに、うちは双子だからね。母さんたちや他人に甘えて、子どもたちを最優先で過ごそう」

「そうだね」

　最初こそ、実母である直美に甘えるのも気が引けた美紅だったが、航と蛍が生まれればそんなことは言っていられなくなった。

　ひとりでは到底手が回らず、なんなら大人がふたりいてももっと手が欲しいと思ったほどだった。

　それに、両家は今、孫フィーバーに包まれている。初孫で男女の双子となれば、それぞれの両親の喜びもひとしおらしく、頼られることが嬉しいようだ。

　隆はもちろん、彰史の父親の信のぶ夫おも航と蛍にデレデレだ。

　ここはもう開き直って甘えてしまおう、と覚悟を決めている。

「美紅、もうひとつ約束して」

「なぁに？」

「これから俺の帰りを待たなくていいから、日中でも夜でも眠れる時には少しでも寝て。家が散らかったままでも家事ができなくても気にしなくていいから、少しでも時間があればまずは自分の身体を労わることを優先して」

　相変わらず優しい彰史に、美紅は頬を綻ばせる。

　本当は『何時になっても帰りを待ってるよ』と言いたいが、この一ヶ月でそれが難しいということはもう理解している。

　そして、彼の言う通りにするべきなのだ……ということも。

「うん、そうするね」

「ああ。産後一ヶ月なんて、まだまだ本調子じゃないはずだから本当に無理はしないで。平日は顔を合わせる時間が少ないかもしれないが、その代わり土日はたくさん話そう」

「うん」

　心配性で大事にしてくれるのは、結婚前からちっとも変わらない。

　やっぱり素敵な旦那様だ……と感じて微笑む美紅を、彰史がじっと見つめた。彼の視線が美紅に注がれ、沈黙が下りる。

　ふと、ふたりを包む空気に甘いものが混じった。

　互いにゆっくりと顔を近づけ、唇を重ねようとした刹那。

「ふっ、ふぇ～……」

　蛍がぐずり出し、ふたりはぴたりと静止した。

　ベビーベッドにいる蛍の隣では、航も目を開けている。顔をクシャッとさせたところを見ると、今にも泣いてしまいそうだった。

「ふふっ、邪魔されちゃったね」

「ああ、でも仕方ないね」

　顔を見合わせながら笑うふたりは、ソファーから立ち上がる。彰史が蛍を、美紅が航を抱いた。

「うーん……オムツは綺麗だし、ミルクもまだ必要ないはずなんだけどなぁ」

　航のオムツを確認する美紅と同じように、彼も蛍のオムツを確認して「こっちも大丈夫そうだよ」と微笑んだ。

「もしかして、俺が美紅を独占するのを阻止されたかな」

「まさか」

　クスクスと笑えば、航も蛍もすぐに泣き止んだ。まだあまり目は見えていないはずだが、ふたりとも美紅を目で追っているようにも見える。

　その様子に、彰史が幸せそうに瞳を緩めた。

「これからはこういうことが日常になっていくんだろうね」

「うん、そうだね」

　それぞれに小さな天使を抱いたまま、幸福感を滲ませるように微笑み合う。

　そして、どちらからともなくキスを交わした──。
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　美紅が自宅に戻ってから、半月が過ぎた。

　怒涛の日々を送っており、出産前のようにゆっくり過ごせることなんてない。

　料理どころか掃除や片付けも行き渡らず、朝使った哺乳瓶を洗おうとしたタイミングで子どもたちが泣き出し、次に使うタイミングでようやく洗う……なんて日もあった。

　もちろん、自分のことなんて二の次である。

　メイクする余裕なんてなく、買い出しに行こうと思っていても行けずに終わることも何度かあった。

　自分ひとりならサッと準備をして出掛けられるが、ふたりの乳児がいると一歩外に出るだけでもとてもハードルが高い。

　日中は散歩に行くように心掛けているものの、途中で航と蛍が一緒に泣き出したり交互に泣いたりすれば、のんびり公園で過ごすどころではなくなってしまう。

　たかが散歩でクタクタになる日ばかり。

　美紅なりに必死に育児をしているが、外出するハードルがどんどん上がっていく気がしていた。

　出産前に思い描いていた理想の生活なんて、到底手が届きそうにない。

　子どもたちが眠る間に家事を済ませ、散歩がてら買い出しに行き、手間暇はかけられないかもしれないが手作りの夕食を彰史と食べる。

　なんて生活には、まだまだ程遠い。

　トイレやお風呂だって、ゆっくり入れない。

　彼が早く帰宅できる日や直美と敏恵が来てくれる日はいいが、そうでない時にはひとりで子どもたちをお風呂に入れる。

　おかげで、今でもベビーバスが手放せない。本当は一ヶ月検診で沐浴を終えてもいいと言われたが、さすがに普通のお風呂にひとりでふたりを入れるのは無理がある。

　せめて首が据わるまでは……と、もうしばらくベビーバスを使うことにしたのだ。

　今夜は彰史が早く帰宅できたため、航と蛍を順番にお風呂に入れてくれた。

　彼が最初に入り、次に航を入れ、交代で蛍を入れてもらっている間に航の肌を保湿して服を着せ、水分補給もさせる。その後、蛍を受け取る……という連携にもようやく慣れた。

　そして、彰史が上がってくると美紅もお風呂に入るのだが、この時に一日のうちで初めてひとりの時間を過ごすことができる。

　たった三十分……下手をすればもっと短時間のことだが、美紅にとっては気を張らずにいられる貴重な時間だった。

　ただ、結局は航と蛍のことが気になってしまい、急いで入浴を終えることが多いのだけれど。

「もっとゆっくり入っていていいのに。ちゃんと髪乾かした？」

「ありがとう。でも、前と違ってすぐに乾くから大丈夫だよ」

　美紅が毛先をいじって笑うと、彼が「そうだね」と微笑んだ。

　彰史は、伸ばした左手で美紅の髪を撫でたが、その指先は肩のあたりで抜けてしまった。

「やっぱり、まだ慣れないな」

「短くしてから、もう結構経つのに？」

「ああ、そうだね。でも、美紅は出会った時からずっと髪が長かったから、未だに不思議な気分になることがあるよ」

「私は意外と慣れちゃったかも。長い方が色々アレンジできたけど、今は短くしてよかったと思ってるよ。シャンプーも乾かすのもすごくラクだし」

　中学生の頃から、美紅はずっとロングヘアだった。

　長さに差異はあれど、毛先はずっと背中のあたりだったし、もっと長い時には腰の下まで伸びていたこともある。

　ところが、今の美紅の髪は肩につくかつかないか……という長さである。

　臨月を迎える前、今後は育児に追われる日々になることを想定し、手入れのひとつひとつに手間がかかる長い髪をばっさりと切ってしまったのだ。

　誰にも内緒で美容室に行ったあの日の夜、帰宅した彰史は美紅を見てポカンとしていた。

　まさに、〝鳩が豆鉄砲を食らったよう〟で、あんなにも驚く彼の顔を見たのは後にも先にもあれきりだった。

「それより、航と蛍が寝てる間にご飯にしよ？　今日はお昼を食べ損ねちゃって、お腹ペコペコなんだ」

　美紅が作っておいたカレーは、すでに彰史が温めてくれている。それを彼によそってもらい、美紅はサラダと福神漬けを出した。

「また食べられなかったんだね」

「あっ、今日は忙しかったって言うより、睡魔に負けちゃって……」

「そうか。食べることも大事だが、睡眠も取れる時に取るしかないし……。美紅ばかり大変な思いをさせてすまない」

「謝らないで。彰史さんは時間がない中でもできるだけ育児をしてくれてるし、私の負担を少しでも減らそうって考えて外注先まで見つけてくれてたんだもん。充分だよ。いつもありがとう」

　申し訳なさそうな彰史に、美紅はふわりと笑う。

　お風呂はもちろん、夜中のミルクやオムツ交換も、彼は率先してやってくれる。日中は仕事でできない分、せめて家にいる時間くらいは……と思ってくれているようだった。

「俺はあの子たちの父親なんだから、育児をするのは当たり前だよ。お礼なんて言われることじゃない」

　育児への参加を当然だと捉え、そしてきちんと実行してくれる彰史は、やっぱりいい夫でありいい父親である。

　出産前や産後間もない頃は不安もあったが、彼のおかげでそれもなくなってきた。

　まだ親としては未熟だし、双方の両親の手を借りているため百点満点ではないが、慣れないこともあるなりにふたりで少しずつこなせるようになってきているとは思う。

「でも、この感じだとパートに復帰するのはまだまだ先かなって感じだよね」

　ダイニングテーブルで向かい合い、ふたり仲良くカレーに手をつける。辛さは控えめだが、ゴロゴロと入っている野菜がおいしい。

「やっぱり、美紅は早く復帰したい？」

　美紅は、妊娠中にカフェ『フルール』のパートを辞めている。

　最初はギリギリまで働くつもりでいたが、予想以上につわりがひどく、働くどころか日常生活もままならなかった。つわりが始まってからは点滴を打つほど体調を崩し、結局は臨月に入る頃まで吐きづわりに悩まされ続けた。

　そんな中で、食べ物の匂いが充満するカフェでパートを続けるのは不可能だったのだ。

　フルールの二号店でパートとバイトのリーダーになった美紅だったが、店長の名な村むら瞳ひとみに相談した上で退職させてもらった。

　ただ、彼女は美紅の働きぶりを随分と買ってくれており、『もし働こうって気持ちになったらまたうちにおいで』と言ってくれた。

　美紅自身も、できることならまたフルールで働かせてもらいたいと思っている。

「うーん……。今後のことを考えたら少しでも早く働く方がいいなって思うし、フルールも仕事も好きだったから復帰したいけど、今はまだそこまで考える余裕もないかも」

　今日のことを振り返った美紅が、ため息交じりに苦笑を漏らす。

　スーパーで買い物中、急に泣き出した航と蛍はお客さんたちの注目の的だった。焦るあまり、袋詰めの時にパンやじゃがいもを落としてしまった。

　周囲の人たちが拾ってくれ、中にはベビーカーを覗き込んで『可愛いですね』と笑顔を向けてくれた人もいたが、元気な泣き声を不快に感じる人もいるのではないだろうか……と内心ヒヤヒヤしていた。

「普段の買い出しだけでも四苦八苦してるのに、こんな状況でパートをするなんて想像もつかないっていうか……」

「そうだよね。航と蛍もまだまだ手がかかるし、それでなくても美紅の身体は本調子じゃないはずだ。『出産は大事故に遭うようなダメージを身体に受けるみたいなものだ』となにかの記事で読んだこともあるし、今はできるだけ無理はしないでほしい」

「うん、わかってる。いずれはまた働くつもりだけど、今すぐって考えはないよ」

「ああ。金銭的なことなら心配しなくていいし、とにかく焦らずに考えていこう」

　美紅は大きく頷き、その後は今日撮った航と蛍の写真を見せた。

　スマホの写真フォルダは、すでに子どもたちの写真で埋め尽くされている。毎日何枚も撮るせいで、最近は整理が追いついていないくらいだ。

　彰史のスマホも似たようなもので、ふたりは数日ぶりにゆっくりと会話を楽しんだ。







二








　十一月中旬の金曜日。

【ごめん、今日も遅くなる】

　夕食の支度をしていた美紅は、スマホに届いたメッセージを見て肩を落とした。

　今週は、彰史は一度も早く帰れることがなかった。例のプロジェクトが大詰めとなり、これまで以上に忙しいのだろう。

　それはわかる。充分に理解している。

　しかし、最近はすれ違いの生活を送っているため、がっかりしてしまったのだ。

　最後にゆっくり話せたのはいつだろう……と、記憶の糸を手繰る。

　十月上旬には両家の両親も呼んでお宮参りに行き、温かい時間を過ごせた。ところが、十月末の結婚記念日はゆっくり祝うこともできないままに過ぎてしまった。

　あの日、美紅は航と蛍と日課の散歩に繰り出し、帰りに人気のイタリアンバルで料理をテイクアウトした。近所のパティスリーでケーキも買い、夫婦ふたりでささやかに祝おうと楽しみにしていた。

　それなのに、うっかりソファーで眠ってしまったのだ。

　間が悪いことに、あの数日前から航と蛍の夜泣きがとてもひどく、美紅はほとんど眠れていなかった。

　もちろん、彰史も起きて寝かしつけを手伝ってくれたが、多忙な彼に夜中に何度も起きてもらうのは忍びなく、ふたりを連れて寝室からそっと出ることもあった。

　そんな日々が続いていた上、彰史が記念日にも残業になってしまい、彼を待っているうちに睡魔に負けたのだ。

　蛍の泣き声で目を覚ました時には、日付が変わっていた。

　彰史はすでに帰宅していたが、航と蛍のミルクや寝かしつけに追われ、とてもじゃないがゆっくりお祝いをするような状況ではなかった。

　せっかくのご馳走を夫婦ともにかき込むように完食するはめになり、その夜も何度もふたりの泣き声で目を覚まし、翌朝起きた時には彼はすでに家にいなかった。

「今日は早く帰ってきてくれるかなって思ってたのになぁ……」

　落胆いっぱいの声が落ちる。

　今夜こそ彰史を出迎えたいが、もうすでに眠気に襲われている。きっと、彼の帰宅を待つことはできないだろう。

　こんな日々を送る中、気づけば秋が終わりを迎えようとしていた。




　十一月二十日。

　航と蛍が生後三ヶ月を迎えた。

　夜泣きがひどい日、オムツから排泄物が漏れてベビーベッドが大惨事になった日、ふたりしてミルクを飲んでくれない日。

　小さな天使たちに、美紅は毎日振り回されていた。

　それでも、最近は少しずつ慣れてきたように思う。

　散歩の準備が手際よくできるようになった。買い物中にふたりが泣いても、以前ほど焦らなくなった。

　ひとりで乳児ふたりを連れて歩くのは簡単ではなかったが、両親たちの手を借りることも少しずつ減ってきた。

　その分、自分のことは後回しで家事も疎かな時がよくあるが、それは仕方がない。

　航と蛍は生きていて、その命はまだとても弱い。

　小さな寝息が聞こえない気がしたらヒヤッとし、ミルクを飲んでくれない日は不安と心配でいっぱいになる。

　子どもたちが中心の生活では、自分や家のことに手をかける時間などなかった。

「ふぇっ……あぁ……」

　不意に、抱いていた蛍が哺乳瓶から口を離し、まるでなにかを訴えるように泣き出した。

「蛍、どうしたの？　もうお腹いっぱいなの？」

　哺乳瓶に残ったミルクを見ながら、美紅は眉を下げる。ここ数日、蛍は美紅を悩ませていた。

（やっぱり母乳じゃないから？　でも、航はちゃんと飲んでくれるし……）

　もともと、双子であることから産前から母乳とミルクを混合であげようと決めていた。

　母乳での授乳は美紅しかできないが、ミルクであれば彰史や両親たちにも手伝ってもらえる。どうしても自分ひとりでできることには限界があるため、それが最善だと思った。

　しかし、美紅の母乳の出が悪く、〝混合〟という選択肢が取れたのは産後の半月ほどだけだったのだ。

　それをずっと気にしていたが、美紅の心配を余所に航と蛍はミルクをしっかりと飲み、すくすくと育ってくれていた。

　ところが、ここ数日は蛍があまりミルクを飲まなくなっている。

　そのせいか、夜泣きがひどく、日中も頻繁にぐずっている。それはきちんとミルクが飲めている航にも伝染し、ふたりは以前よりもよく泣いていた。

　こんな時に、彰史の帰宅が連日遅いのは心身ともに堪える。

　仕方のないことだとわかっているし、仕事を頑張る彼を応援しているのも本心なのに……。子どもたちと三人で過ごしていると、大きな不安に襲われることもあるのだ。

　グズグズと機嫌が悪い蛍をあやしていると、今度は航まで泣き始める。

　連動するように泣き出されることにはもう慣れたが、今日は不安のせいか自分まで泣きたくなってくる。

　けれど、心を落ち着かせるように深呼吸をし、ふたりに笑みを向けた。

「ほらほら、大丈夫だよ。航はいっぱい飲んで満腹でしょ？　ねんねしてごらん」

　片手で蛍を抱いたまま、もう片方の手で航のお腹をポンポンと撫でる。そして、蛍が眠りやすいように自分の身体ごと揺らした。

「よしよし……蛍もねんねしようね。大丈夫だよ、ママがいるからね」

　一日に何度も歌っている子守唄を口ずさんでも、蛍の泣き声はどんどん大きくなる。育児に慣れてきたとはいえ、こういう時にひとりなのはつい心細くなってしまう。

　それでも、どうにか続けていると、ふたりとも少しずつ落ち着いていってくれた。

「ただいま」

　程なくして帰宅した彰史が、静かにリビングのドアを開けた。

　その瞬間、眠りかけていた航と蛍が再びぐずり始めた。

　美紅の表情が強張る。

　反射的に漏れそうだったため息は、ギリギリのところでなんとか飲み込んだ。

「おかえりなさい」

「すまない。寝かせているところだったのか」

　これは不可抗力。たまたまタイミングが悪かっただけ。

　頭ではわかっていても、一日に何度もこんなことを繰り返しているせいで肩を落としたくなる。

　美紅は笑顔を繕ったが、彼が手を洗いに行った瞬間に大きなため息を零してしまった。

「航は俺が抱くよ」

　すぐに戻ってきた彰史が、航を抱き上げる。抱き方もあやし方も、もう手慣れたものだった。

「ミルクは飲んだところなのか」

「うん。オムツも綺麗だよ」

「そう。でも、蛍の泣き方がひどいな」

　火が点いたように泣く蛍は、どうしても可哀想に思えてしまう。

　眠れるはずだったのにこんな風になったことにも、まだ小さな身体でなにかを訴えているはずなのにそれを理解してあげられない自分にも、無性に苛立った。

「最近、あんまりミルクを飲めてないから……それがダメなのかも」

　美紅が泣きそうになっているのを察してか、彼が微笑みながら首を傾げる。

「昨日の検診では、大丈夫って言われたんだろう？」

「うん。体重は前回より増えてるし、他も特に問題はないから大丈夫だって。双子だから成長の差が見えやすくて比べがちになるけど、双子でもその子によって性格も食欲も全然違うし、あんまり気にしない方がいいって……」

「それなら、気に病まなくていいんじゃないかな。大人でも食べたくない時はあるし、赤ちゃんだって上手くミルクが飲めない日もあるんだよ」

「そうかもしれないけど……。でも、もし母乳だったらこんな風にはならないかもしれないのに……」

　ずっと気にしていたことが、口をついて出た。

「一緒に検診に行って相談した時、助産師さんも先生も『母乳に固執しなくていい』って言っていたよね。美紅は気にするだろうけど、美紅のせいじゃないし、『母乳だったら』なんて思わなくていいんじゃないかな」

　彰史が美紅を気遣っていることも、美紅を思いやってくれていることも、よくわかる。

　反して、ナーバスになっている美紅の心は、それを上手く受け取れない。

（彰史さんは昼間にずっとギャン泣きしてた蛍を見てないから……。あんな姿を見たら、嫌でも母乳だったら違ったのかなって考えちゃうんだもん……）

　美紅は「うん」と頷いたが、内心ではちっとも納得できていなかった。




　その週末、美紅はスマホのアラームで目を覚ました。

　寝室のベッドにはすでに彰史と子どもたちの姿はなく、触れたシーツは冷たい。彼が随分前にベッドから出たことを語っていた。

　ガウンを羽織り、リビングへと移動する。

　すると、ソファーに座る彰史が蛍を抱いていた。

「おはよう、美紅。少しは眠れた？」

「うん。もしかしてふたりとも泣いてた？」

「ああ。航はオムツで、蛍は機嫌が悪かったみたいだ。一時間くらい前にふたり揃って起きたから、三人で一足先に起きることにしたんだ」

　時刻は十一時。

　朝七時頃に一回目のミルクをあげてもうひと眠りしようと思ったのが、八時半頃だったはず。二時間と少しの間眠れたことで、いつもよりも身体がラクな気がした。

「そっか。全然気づかなかった」

　美紅は苦笑し、航を抱き上げる。母親の匂いに安心したのか、航が嬉しそうな顔をした。

「すごく疲れているんだよ。基本的にワンオペだし、俺が一日中ずっと一緒にいられるのは土日しかないから、美紅の負担が大き過ぎるんだ。だから、少しでもゆっくりしてほしくて」

「うん、ありがとう。私、ミルク作るね」

「あっ、ついさっき蛍が寝てしまって……」

「えっ？」

　蛍を見ると、気持ちよさそうに眠っている。

（なんで……！　これから二回目のミルクの時間なのに……）

　現在、航と蛍には一日六回ミルクを与えている。朝七時を皮切りに四時間ごとで、いつもならちょうどこれから二度目のミルクの時間だった。

「どうして寝かしつけちゃったの？」

　美紅は、考えるよりも先に不満交じりの口調を放っていた。

　彰史が故意にそうしたわけではないのはわかっている。

　ふたりのミルクの時間は彼だってちゃんと知っているし、平日の夜中はもちろん、休日にも率先して準備をしてくれるのだから。

　ただ、わかっているはずなのに寝かしつけられたことにモヤモヤした。

「すまない。あまりにも泣くから、眠いんだろうと思って」

「だからって、このタイミングで寝かせちゃったらミルクの時間がずれちゃうよ……。そしたら、もっと不機嫌になるかもしれないのに……」

　蛍が不機嫌になって泣けば、航にも伝染することがほとんどである。常にそんな状況と向き合っている美紅には、彰史の行動を不満に思ってしまう。

　思いやってくれている彼に、今は感謝や優しさを返せる自信がなかった。

「ごめん……。美紅の言う通りだ」

　ため息をついた彰史は、どうするべきかと悩んでいるようだった。

「もういいよ……。蛍は少し寝かせて、航だけ飲ませるから」

　ふたりにできるだけ同じ時間にミルクをあげたいのは、美紅のこだわりだ。

　効率的な意味ももちろんあるが、ミルクをあまり飲まない蛍だからこそ、航と授乳の時間をずらしたくなかった。

　美紅はご機嫌な航をソファーのすぐ傍にあるベビーベッドに戻し、「ちょっと待っててね」と声をかけてキッチンに行った。

（嫌な言い方しちゃった……。彰史さん、ため息ついてたな……。そりゃあ、良かれと思ってやったことに文句を言われたら嫌だよね。でも……）

　後悔と反省の念が込み上げてくるが、それと同じように不満も大きくなっていく。

　残念ながら、最近はこんな風にぎくしゃくすることも増えた気がする。

　結婚してからこれまでにも、色々なことがあった。

　過去に一度彰史に振られている美紅だが、隆の画策によって用意された見合いの席で彼と再会し、その日のうちにプロポーズを受けた。

　恋人期間がないままに婚約者となり、入籍まではわずか四ヶ月ほど。

　スピード婚そのものだったため、結婚後には様々な壁にぶつかり、けれどそのたびにひとつずつ解決してきた。

　しかし、夫婦ふたりの問題で済んでいた過去とは違って、今は子どもが絡んでくる。そのせいか、これまでとはまた違った険悪な雰囲気になることも増えた。

　もっとも、彰史からは怒りや苛立ったような雰囲気は感じない。

　彼は『育児については毎日朝から晩までふたりと一緒にいてくれる美紅の方が色々とわかっているから』と言い、常に美紅の気持ちを汲み取るように行動してくれている。

　反して、美紅は不満を募らせてばかりだった。

　故意ではないにせよ、今みたいな状況になることは何度かある。

　わざとではないとわかっていてもついイライラしてしまう美紅が苦言を呈せば、彰史はため息をつくようになった。

　悪循環なことに、美紅は彼のそんな態度に対しても苛立ってしまっている。




　それからも、ふたりのすれ違いはどんどん加速した。

　彰史の仕事が忙しく、美紅が寝不足で彼の帰宅を待てずに寝てしまうこと。ゆっくり会話をする余裕がなくなったのは、これが一番大きな理由だろう。

　朝はミルクの時間と重なるため、なんとか見送ることはできているが、以前のように玄関先まで行けずにリビングから『いってらっしゃい』と言うだけの日も増えた。

　忙しい朝の時間帯ではまともに話す時間も取れず、それならば夜に……と思っていても起きていられないことが多い。

　せっかく頑張って彰史の帰宅を待っていても、遅い時間に帰ってくる彼とゆっくり会話をする暇なんてあまりなかった。

　深夜のミルクの時間にはそれなりに言葉を交わすが、そう長い時間でもない。ましてや、ふたりして疲れ切っているため、なによりも睡眠欲が勝ってしまう。

　そういえば、最近はキスの回数も減っていた。

　今までなら、朝起きた時と見送る時、帰宅時と眠る前には必ず唇を重ねていたのに、毎日慌ただしい上にすれ違うことも多く、それどころではなかった。

　一日に一回はしているが、サッと交わしてしまうだけになっていることもある。

（あれ……？　もしかして、キスも思ってるより少ないんじゃ……）

　一応、医師からはもうセックスはしていいと言われている。

　ただ、つわりがひどかった美紅は、安定期に入ってもそれどころではなかったし、ようやく落ち着いた頃には臨月に入っていた。

　なにより、お腹の中にふたりも赤ちゃんがいる状態でするのが少なからず怖かった。

　つまり、かれこれ十ヶ月以上は〝そういうこと〟に縁がなくなっている。

　しかも、身体どころか唇もあまり合わせなくなった今は、どうやって身体を重ねていたのかもよく思い出せない。

　そもそも、体力的にも精神的にも余裕がないこの状況で、そんなことにまで考えが及んでいなかったのもある。

　けれど、彰史はどうなんだろう……と考え、不安になった。

　結婚当初、恋愛経験がなくなにもかもが初めてだった美紅のために、彼は自身の欲望を抑えてくれていた。

　今の状況なら、また美紅のために我慢しているのではないだろうか。

　産後ということもあって、美紅の身体を労わってくれているだけかもしれない。

　しかし、キスの回数すら減っている。

　もしかしたら、そのせいで雰囲気が悪くなっているのかも……と脳裏に過った。

（彰史さんはどう思ってるのかな……）

　そういう欲があるかと言われれば、美紅はまだピンと来ない。

　育児に追われて余裕もない中で、そこまでの気力も体力も芽生えていないのかもしれない。

　一方、スキンシップそのものが減っていることに対しては、素直に寂しかった。

　出産前は、一日に何度も抱きしめてくれ、数え切れないほどキスをした。自分から抱きついて甘えれば、優しく甘やかしてくれた。

　ところが、今はキスやセックスどころか、最後に抱きしめてもらった時のことも思い出せない。

　確か、昨夜も美紅は彰史を待てずに眠っていた。彼の帰宅で目を覚まし、航と蛍にふたりでミルクをあげたあとはすぐに寝てしまった気がする。

　一昨日はキスは何度かしたが、ゆっくり抱きしめ合ったような記憶はない。

　美紅は、どの夫婦もこんな感じなんだろうか……と不安を覚えるようになった。

「うー……」

「あぅ、うー……」

　そんなことを考えながら散歩と買い出しを終えて帰宅し、上機嫌の航と蛍を見て笑みを零した。

「航も蛍もたくさんお話するようになったね。ふたりでどんな話をしてるの？」

　リビングのラグの上で寝転がっているふたりは、互いに顔を合わせて「あぅあぅ」と言い合っている。それはまるで、ふたりだけの会話を楽しんでいるようだった。

「なんだか楽しそうでいいなぁ。早くママともおしゃべりしてほしいな」

　二卵性双生児とあって、航と蛍はあまり似ていない。

　航は彰史に、蛍は美紅に目元や口元がよく似ており、それは両家の両親たちも口を揃えて同意していた。

「ふふっ、くまさんがお話してるみたいにも見えるね。動画を撮って、あとで彰史さんにも見せてあげよう」

　今日の航と蛍は、お揃いのくまのロンパースを着ている。

　もこもこの生地で、くまの顔になっているフードを被せているため、双子のテディベアのようだった。

　あまりにも可愛過ぎて、動画を撮りながらふふっと笑ってしまう。親バカだとわかっていても、航と蛍が世界で一番可愛く見えて仕方がなかった。

　最近、ふたりともよく笑うようになったため、余計にそう思うようになった気がする。

　蛍はまだミルクをきちんと飲んでくれない日が多いし、夕方になるとずっとグズグズしているが、少しずつ体重は増えている。

　生まれた時にはほとんど同じ体重だったふたりだが、航は蛍よりも少し大きくなった。

　ベッドやラグの上ではよく手足をバタバタさせて身体を捩じるようにしているため、寝返りを打つ日も近いかもしれない。

　美紅はふと思い立って、スマホで【赤ちゃん　寝返り　早い子】と検索してみた。いくつか記事を読んでみると、航の寝返りは本当にもうそろそろ……と思える。

「楽しみだなぁ」

　思わず独り言を零した時、指先が意図しないリンクに触れてしまった。

　あっ……と思ったが、開いた記事の冒頭に出てきた文字にドキッとする。

　タイトルには【産後のレス】と書かれていた。

（レス……。うちもそう……なのかな……）

　航と蛍の可愛さによって溶けていた不安が、また蘇ってくる。

　ついうっかり記事を読み漁ってしまい、美紅は自分で悩みの種に水を与えてしまったのだった。







三








　十一月最後の日曜日。

　都内の料亭の個室で、航と蛍のお食い初めのお祝いをした。

　両家の両親も駆け付けてくれ、主役のふたりは抱っこをしたがる両親たちに引っ張り凧だ。

「わっくん、敏恵のばあばですよ」

「ほたちゃん、直美ばあばよ」

「母さん、そろそろ代わってくれよ」

「私も抱きたい。直美はいつも抱っこしてるだろう」

　女性陣の隣で、信夫と隆が待ち切れずに手を出す。

　おかげで彰史と美紅は温かい食事をゆっくりと満喫できたが、孫を取り合う光景に思わず笑ってしまった。

　フォーマルロンパースを着た航も、ベビードレスを着た蛍も、今日はいつになくとても機嫌がいい。きっと、この楽しい雰囲気を感じ取っているのだろう。

「美紅、最近はどう？　あまりお手伝いに行かなくなったけど、大丈夫なの？」

　心配そうな直美に、美紅は大きく頷く。

　本当は、たまに糸がぷつりと切れそうになる時があるが、両親たちに心配をかけたくなかった。

「うん。お母さんたちに助けてもらえるのはありがたいけど、私ももっと色々と慣れていかなきゃいけないし。頼らせてもらってばかりじゃなくて、自分ひとりでもこなせるようになりたいから」

「美紅ちゃん、そんなに頑張らなくてもいいのよ」

「え？」

　すると、敏恵が柔らかい笑みを浮かべ、美紅を真っ直ぐ見つめた。

「子育てって二十四時間三百六十五日、休めないんですもの。父親は外で仕事をする分、ひとりの時間を持てるけど、母親はなかなかそうもいかないでしょ？　赤ちゃんがひとりいるだけでも大変なのに、美紅ちゃんはふたりも見なきゃいけないのよ。もう充分頑張ってるんだから、これ以上頑張ろうとしなくていいのよ」

　目から鱗だった。

　今までは、もっと頑張らないといけないと思っていた。

　両親たちに頼ったり、家事を外注したり……。そうしながらも、最終的にはすべて自分でできるように……と考えていた。

　多忙な彰史も、家に帰って来れば必ず育児に参加してくれている。

　自宅に戻ってからまだ二ヶ月ほどとはいえ、ワンオペになる日はとにかくきつかったが、それだって彼が担っている大きなプロジェクトが終わるまでの我慢だ。

　だから、とにかくそれまではどうにか乗り切り、そうしているうちに少しずつできることを増やし、最終的にはワンオペでも育児をこなせるようになろうという決意があった。

　けれど、それは美紅の勝手な思いであり、周囲に望まれたわけでも強制されていたわけでもない。

　ただただ、いつの間にか自分ひとりで頑張ることに気を取られていたのだ。

「そうよ、美紅。私なんて美紅ひとりだけでもクタクタだったけど、美紅たちが家で過ごしてた時に双子の育児の大変さはその比じゃないと思ったわ。もちろん、ひとりだってふたりだって大変なことはあるけど、だからってなんでも自分でしようと思わなくていいのよ」

「そうそう。ちょっとくらい泣かせたままでもいいし、ゆっくりお昼寝がしたいって理由で頼ってくれても構わないの。だから、もっと頼ってね。美紅ちゃんが頼ってくれるなら、お父さんを置いて飛んでいくから」

　敏恵が冗談めかせば、直美も「それはいいわね。じいじよりも孫の方が可愛いもの」なんてクスクスと笑う。

　彰史も隆も信夫も、共感するように頷いていた。

「はい……。ありがとうございます」

　美紅は、鼻の奥がツンと痛むのを感じながらも微笑んだ。

（そっか……。もう少し肩の力を抜けばよかったんだ……）

　自分のやり方にこだわりを持ち始め、彰史の手助けに苛立つこともあったが、それは美紅の独りよがりだったのかもしれない。

　もっと頼って甘えて、少しくらい力を抜いてもいいのかもしれない。

　人生の先輩たちのアドバイスは美紅の心を軽くし、美紅は久しぶりに心からリラックスできた気がしていた。




　その夜、航と蛍は十九時のミルクを飲むと眠ってしまった。

　今日はずっと興奮した様子だったため、きっと疲れたのだろう。

　いつもならベビーベッドに寝かせるタイミングで起きることもあるのに、ベッドに下ろされたことにすら気づいていないようだった。

「ふふっ、よく眠ってるね」

「ああ。大人四人が取り合いしてずっと抱っこされていたから、疲れたんだろう」

「そうだね」

　彰史と美紅も早々にお風呂を済ませたし、夕食は信夫が土産に持たせてくれた寿司があるため、今夜はゆっくりできそうだ。

　寝室に航と蛍を残し、早速リビングで豪華な夕食を楽しんだ。食後には寝室に移動し、ベッドボードを背にして肩を並べ、今日の写真を見返した。

「みんな、どの写真も笑顔だね」

「ああ。それに、俺たちもね」

　声を潜める美紅に合わせるように、彰史も小声で話す。航と蛍はまだ熟睡しているが、彼も美紅もつい子どもたちに何度も視線を遣っていた。

「四人で写っている写真は少ないし、今日はたくさん撮ってもらえてよかった」

　航と蛍が生まれてから、子どもたちの写真は数え切れないほど撮っている。

　しかし、意外にも彰史や美紅が写っているものはとても少ない。親子で写っていたとしても、家族四人で撮る機会はなかなかないからだろう。

　ただ、今日は両親たちが、彼と美紅と子どもたちの四人が一緒にいるところを何枚も撮ってくれていた。ピントが合っていないものも多いが、それはご愛嬌だ。

「うん。両親たちに感謝しなきゃ。それに、お食い初めのために色々してもらったし、私たちもたくさん親孝行しようね」

「そうだね」

　美紅の言葉に、彰史が嬉しそうに瞳を緩めた。

　今日の食事代は彼の両親が、そして美紅の両親は航と蛍の服に加え、別でご祝儀も包んでくれた。いくら孫の誕生を喜んでくれているとはいえ、至れり尽くせり過ぎて申し訳なくなるくらいだ。

　けれど、両親たちからの厚意はありがたく受け取ろう、と彰史と相談して決めた。

　今一番の親孝行は、ある意味こういうことかもしれないから……と。

「それに、今日はお義母さんたちと話せてよかった。ふたりの言葉が、すごく胸に響いたっていうか……。私、ずっと独りよがりだったのかも……って反省したの」

「独りよがり？」

　首を傾げた彼に、美紅が瞳を伏せて頷いた。

「私、どんなに彰史さんが育児に協力してくれてても、なんでも自分ひとりでできるようにならなきゃいけないって気持ちが心のどこかにあったんだ。そのせいで、自分でも気づかないうちに自分の首を絞めてたんだと思う」

「美紅……」

「彰史さんだって一生懸命だったのに、自分の思い通りにならないとついイラっとしちゃって……。でも、それって私の都合っていうか、別に彰史さんが悪いわけじゃないの。それなのに、私は何度も嫌な言い方しちゃってたよね。ごめんなさい……」

「それは違うよ、美紅」

　肩を落としていた美紅に、彰史がきっぱりと否定する。美紅を見つめる瞳は、真剣で真っ直ぐだった。

「俺は、俺なりに育児に携わっていたつもりだったが、きっと配慮が足りなかったんだ。忙しくても帰宅が遅くても、もっとしっかり美紅に寄り添って話をするべきだったんだよ。今日、母さんたちと話す美紅を見て、俺の努力が足りなかったと反省していたんだ……」

「そんなこと……」

「美紅はいつだって、航と蛍を最優先で動いている。日中はワンオペだからこそ、美紅が一番いいと思うペースでミルクや寝かしつけをしたいのは当たり前のことだ。俺よりもずっと、美紅の方が子どもたちのことを知っているんだから」

　美紅の話を遮った彼もまた、色々と悩んでいたようだった。

「それなのに、俺は一日数時間の育児でもそれなりに参加しているって気持ちがどこかにあった。家にいる時間が短い分、夜中に二回ミルクをあげてオムツを交換して……早く帰れた日にお風呂に入れただけで、できる限りのことをしているつもりになっていたんだ」

「つもりなんかじゃないよ。彰史さんは、いつだってすごく協力してくれてるよ」

「いや……。忙しさにかまけて、美紅に頼りっ放しだった部分の方が大きい」

「そんなの、仕方ないよ。それを言うなら、私だって嫌な言い方ばかりで、彰史さんに何度もため息をつかせちゃってたし……」

「それは……」

「きつい言い方ばかりしちゃって、本当にごめんなさい……」

「違うんだ、美紅。ため息をついていたのは美紅に注意されたからじゃなくて、そんな風に言わせてしまう自分自身が不甲斐なかったからで……。なんていうか、父親なのに上手く航と蛍の面倒を見られないことが情けなかったんだ」

　互いの反省点を話し終えた時、思わずふっと苦笑が零れた。

「なんだ……。私たち、お互いに自分で自分を追い込んでただけだったのかもしれないね」

「ああ……。情けない話だけど、そうだね」

「よく考えたら、まだ親になって三ヶ月とちょっとだもん。そんなに上手くできなくても当たり前だったのにね」

「そうだね。仕事だって入社して三ヶ月なんてまだまだ新人で、周囲から色々教わっている時期なのに……。俺たちは張り切り過ぎていたのかもしれないね」

「そうかも」

　呆れたような、それでいてホッとしたような、柔らかい空気に包まれる。

　刹那、ふたりの間に甘く優しい空気が漂った。

　それが合図だったかのように、どちらからともなく顔を近づける。そのまま、そっと唇を重ねた。

　ふたつの唇はすぐに離れたが、またすぐに合わさる。甘く、優しく、触れるだけのキスを、ただただ静かに繰り返す。

　美紅の身体の中から微かな熱が芽生え、思わず彰史の首に腕を回そうとした時。

「今のうちに少し休む？　ほら、早く眠れる日なんて滅多にないだろう？」

　彼がまるでこの先を拒むようにパッと顔を離し、気遣うように微笑んだ。

　動かし損ねた手をギュッと握った美紅の脳裏に、『産後のレス』という言葉が過る。

　あの記事を読んだ時の不安が、急激に蘇ってきた。

「彰史さんは……もしかして、もうしたくない？」

　美紅は、思考が纏まる前にそれを吐き出してしまっていた。

「えっ？　えっと……待って。どうしてそうなるんだ？」

　目を見開いていた彰史が、美紅の心情を窺うように見てくる。眉を下げた美紅が、重い口を開いた。

「その……ふたりが生まれる前からもうずっとしてないのに、産後もずっとそういう雰囲気にならなかったから……。もう、したくないのかな、って……」

　もし『したくない』なんて言われれば、ひどく傷つくに違いない。それなのに、遠回しに訊くこともできなかった。

「そんなわけないだろう」

　けれど、美紅の中にある不安は、彼がすぐに消してくれた。

「俺はもちろん、美紅を抱きたい。でも、美紅は出産して間もないし、ただでさえ身体はボロボロだったはずだ。そこに育児まで加わって、心身ともに大変だろう？　そんな時にセックスのことなんて考えられないと思っていたんだよ」

　確かにその通りだった。

　産後はトイレまで歩くだけでもつらく、実家にいた時にはとにかく身体を休めたいという思いが大きかった。

　自宅に戻ってきても育児に追われてそれどころではなく、夫婦生活について考えるようになったのもまだ最近のことである。

「最初はそうだったよ。でも、今は……」

　美紅が恥じらいながらも告げれば、彰史が笑みを浮かべた。

「そんな風に思ってくれていたんだね」

　嬉しいよ、と零した唇が、再び美紅の唇を塞ぎにくる。

　そのキスには、さきほどまでとは違う甘い熱がこもっていた。

　互いの唇を、繰り返し啄み合う。戯れのような行為に、蜜欲が煽られていく。

　このままずっとくちづけていたいほど心地好いのに、すぐにこれだけでは物足りなくなってくる。

「なんだか照れるね」

「ああ。照れくさいのもあるけど、ちょっと変な感じだね」

「うん、そうかも」

　彼とこんな風に互いをゆっくりと見つめ合ったのは、なんだか久しぶりな気がする。

　毎日当たり前にしていたことが、家族が増えた途端にできなくなっていった。こうして静かにじっくりと視線を絡め合うことさえ、当たり前ではなくなってしまったのだ。

「ふたりとも起きないかな？」

「ぐっすり眠っているみたいだけど、どうだろうね」

　航も蛍も、まだよく眠っている。このまま夢の中にいてくれればいいが、ちょっとした物音でも起きないとは限らない。

「とりあえず、ふたりを起こさないように声はできるだけ我慢して」

「うん……」

「俺も、今夜は優しくするから」

　自信なさげに承諾した美紅の耳元で、彰史が低い声音を落とす。耳朶に触れた吐息と囁きに、美紅の身体が微かに震えた。

　再び惹かれ合うようにキスをすれば、互いの唇の感触がしっくりと馴染むようだった。

　啄み合うのも、いたずらに食まれるのも、まるで心がふわふわとして心地好い。

　けれど、もっと深くまで欲しくなる。美紅が欲望のままに自ら唇を開くと、すかさず彼の舌が入ってきた。

　美紅がそっと舌を差し出す。互いの舌先が触れると、あっという間に絡み合った。

　熱い舌を撫で合い、こすり合って。じっくりと堪能し合うというよりも、どちらも相手の蜜欲を高めようとしているみたいだった。

「ふ、ッ、んっ……」

　美紅の吐息が徐々に熱くなる。いつしか彰史の舌が縦横無尽に這い回り、美紅の口腔を探っていく。

　そのまま、舌をちゅうぅっ……と吸い上げられた。

「んんっ……！」

　背筋がゾクゾクと粟立ち、下肢がきゅうっと戦慄く。軽く呼吸が乱れている美紅に、彼が満足そうに瞳を緩めた。

「目が潤んでいるのって、いやらしい感じがするよね」

　再び唇を奪いにきた彰史が、美紅の背中をゆっくりと撫でる。官能を纏った触れ方は、それだけで美紅の心を高揚させた。

　美紅は彼の首に腕を回し、もっと欲しいと訴えるように舌を艶めかしくうごめかせる。キスが深まったのと同時に、ルームウェアの裾から骨ばった手が入ってきた。

　熱を持った白い肌の上を、わずかな冷たさを纏った手が這い上がってくる。背中にあった手はすぐに前に回り、たわわな双丘をやんわりと掴んだ。

「は、んっ……」

　ゴツゴツとした感触が、柔らかな胸を揉む。

　緩く、優しく……。けれど、時折思い出したかのように小さな突起をかすめていく。

　可憐で幼気なそこは、繰り返されるささやかな刺激にも従順な反応を見せた。

　彰史はとても愉しげに、それでいて美紅を見つめる目はどこか余裕がなさそうだった。

　劣情を抱えた双眸に、美紅の胸の奥が激しく高鳴る。

　早くこの先に進みたくなって腰を揺らめかせれば、彼がいっそう嬉しそうに微笑み、花粒をキュッと摘まみ上げた。

「あんっ……！」

　甘やかな喜悦が走り抜けていく。

　もっと強い刺激が欲しくてたまらない。

　そうねだるように彰史を見つめた美紅のショーツの中は、すでに潤み始めていた。

「彰史さん……」

　彼の首に回した手に力を込めれば、「もっと触ってほしい？」と意地悪な囁きが耳元に降ってくる。美紅は、迷わずに大きく頷いた。

　クスッと笑った彰史が、小さな果実を指の腹でこする。両方を同時にいたぶられると、じんじんとした甘い痺れが広がった。

「美紅の胸、大きくなったよね。こういうルームウェアだと、服の上からでもよくわかる」

　彼は目を細め、ルームウェアを脱がせる。

「久しぶりに見たけど、やっぱりすごく綺麗だ」

「やだっ……！　あんまり見ないで……」

　情事には羞恥が付き物だと、すっかり忘れていた。

　ついさきほどまでは触れ合えないことが寂しかったのに、今は恥ずかしさが大きくなって身体を隠したくなる。

「だめだよ、全部見せて」

　思わず両手で胸を隠そうとしたが、彰史は捲り上げたルームウェアを美紅の肘あたりに残してにっこりと微笑んだ。

　両手を上げる形のまま、美紅は手を上手く動かせなくなる。

「今日はこのまましようか。子どもたちがいつ起きるかわからないし、あんまり抵抗されて寸止めになるのは嫌だからね」

　嬉々とした様子の彰史が、美紅の身体を倒してくる。こんな風に覆い被されるのも随分と久しぶりのことで、美紅の胸の奥が痛いくらいに高鳴った。

「相変わらず肌が白いし、胸は柔らかいし……すごくそそられるな」

　独り言のように呟きながら、それでいて視線は美紅を真っ直ぐに射る。獰猛な熱を孕んだ双眸に見つめられているだけで、蜜口がキュンとすぼまった。

「前と同じくらい感じてくれればいいんだけど、美紅のナカはもう俺の形を忘れているかな？　まずはじっくり解してから挿れようね」

　言いながらも、彰史の指先は胸の先端を転がしている。

　クリクリといじくり、親指の腹で全体をくまなく撫ぜ、人差し指と親指で丁寧に摘まんではこすり上げてくる。

「ンッ、ふぅ……ァッ……」

　美紅の吐息は一気に甘くなり、漏れ出る声も甲高くなっていった。

「ほら、声は我慢して。ここで子どもたちが起きたら、お互いにつらいだろう？」

　妊娠と出産を経ても、美紅の身体は敏感なままで。絶え間なく送り込まれる愛撫を受け、従順に感じている。

　ふっくらと柔らかかった薄桃色の実は、いつしか芯を持ち始め、まるで熟れた果実のごとく赤く色づいた。

「胸と一緒にここも少し大きくなった気がするな」

　胸全体をまじまじと見つめられて、美紅の頬がかあっと熱くなる。

　確かに、短期間とはいえ毎日航と蛍に吸われていたそこは、わずかに大きくなったかもしれない。しかし、いざ指摘されると、今すぐに身体を隠したくなった。

「もう……そんなに見ないで……」

「久しぶりなんだから隅々まで見るよ。本当は何時間でも見ていたいくらいなのに」

　ふぅ……と息を吹きかけられ、身体が小さく跳ねる。彼は気を良くしたように瞳を緩め、ツンと尖った頂を飲み込んだ。

「んんっ……」

　いきなり果実をねぶられ、鋭い刺激が美紅の肌を刺す。甘切ない痺れは、すぐに快感に変わった。

　胸を揉みしだかれながら、右側の突起を舌で弄ばれ、もう片方は指で転がされる。異なる感覚は喜悦となって、美紅の身体と愛欲を力いっぱいくすぐった。

「やぁっ」

「こら、ふたりが起きるよ」

　たしなめるように歯を立てられ、腰が跳ねる。唇を噛みしめてなんとか声はこらえたが、そのせいで悦楽を上手く逃せなくなる。

　脆弱な粒を悪戯にカリッと噛まれると、もうたまらなかった。

「ふぅぅ……ん、ッ！」

　彰史は、美紅を追い詰めるように舌と手を動かしている。

　じっくりと舐めては歯でやわやわとしごき、二本の指を強くこすり合わせるようにしては時折キュッと摘まむ。

　両方の先っぽを歯と指で何度も引っ張られ、そのたびに下腹部がひどく疼いた。

　航や蛍に母乳をあげる時、そこを吸われてもなんともなかった。それなのに、彼の愛撫にはいとも簡単に反応してしまう。

　無意識にすり合わせている太ももは止まらず、膝同士までこすり合わせてしまう。脚を動かすたびに下肢が戦慄き、ショーツの中はすっかり濡れていた。

「こっちはどうかな。久しぶりだし、ちゃんと濡れているといいんだけど」

「待っ……！」

　制止するよりも早く、彰史の手がショートパンツとショーツを押しのけるように一気に入ってきた。

　その勢いのまま柔毛をかき分け、すぐさま秘部にたどりついてしまう。

「ああ、濡れているね。感じやすいままでよかった」

　うっとりとしたような低い声音が、美紅の鼓膜を揺らす。そこからも熱が広がっていき、全身どこもかしこも熱くてたまらなかった。

「まずは、ここでイかせてあげるよ」

　目を眇めた彰史が『ここ』と告げたのと同時に、秘めた真珠を探り当てられる。中指の腹が触れただけなのに、美紅の下肢がビクンッと大きく跳ね上がった。

「あんっ……」

「声、だめって言っているのに……。でも、感じやすい美紅には難しいか」

　彼はクスッと笑うと、美紅の唇をキスで塞いだ。思わず力が抜けそうになった美紅だが、花芽に当てられていた指を動かされてしまい、腰をのたうたせた。

「ふぅんっ……」

　捕らえられた舌が不自由になり、声が上手く出せない。そのせいで、愉悦を逃がす場所がどこにもなくなってしまう。

　彰史の左手は、胸を揉みながらその頂をかすめては押しつぶす。

　右手は、中指で幼気な蜜核を優しく転がしていく。上下左右にクリクリと回し、下からそっと持ち上げるように押し、秘孔から漏れる雫を掬っては淫芽に塗りつける。

　ショーツの中でこもっている淫靡な水音が、次第に大きくなっていった。

　切なさが強かった感覚はあっという間に甘さ一色になり、美紅の腰が悩ましげに動き出す。それは愛撫に合わせ、指に蜜芽を押しつけるように揺れていた。

　キスは深くなるばかりで、酸素が足りない。

　ぼんやりする頭の奥で、なにかが弾ける予感がする。

「ふっ、ぁ……ふぅ……んー、ッ、ふぅぅぅっ……！」

　直後、彼は胸の尖りをきつく摘まみ上げ、姫核をグリッ……と押し上げた。

　両手と唇の自由を奪われていた美紅が、背中を大きく仰け反らせる。爪先がギュッと丸まり、枕に頭をこすりつけるようにして果てた。

「ぁ……ふぁ……」

　ところが、ショーツの中ではまだ彰史の手がうごめいている。隠れた蜜玉の芯を暴くように、そっと包皮が剥かれた。

　声を出したいのに、唇が塞がれたままで。どうにか首を横に振っても、搦め取られたままの舌をたしなめるように吸い上げられるだけ。

　達したばかりで与えられる刺激は強過ぎて、剥き出しにされた花芯がビリビリと痺れた。

　目を開けたままの美紅の視界に映るのは、彰史のぼやけた輪郭。けれど、彼が嗤っていることだけはなんとなくわかる。

　もう無理だと訴える代わりに脚をばたつかせてみても、彰史が蜜芯から手を離すことはない。

　むしろ、脆弱なそこをいたぶることを、心底愉しんでいるようだった。

「ん、むぅ……んんっーーー……！」

　翻弄されるしかなかった身体に、二度目の絶頂が訪れる。

　一度目とは比べものにならないほど鋭く重く、暗い深海に沈められていくような感覚に包まれていると気づいた時には腰がガクガクと揺れていた。

　ようやくして唇が解放され、酸素が一気に入り込んでくる。

　肺いっぱいに空気を吸い込むように呼吸をするさなか、右手が秘所から離れていったかと思うと、ショートパンツごとショーツを取り払われてしまった。

　彰史が美紅に言うでもなく「暑いな」と零し、パジャマを脱いでしまう。

　軽く隆起した胸板に、美しく割れた腹筋。腹斜筋も綺麗に浮かび上がっており、二の腕は太くはないのに男性らしい逞しさがある。

　下肢はまだズボンを纏ったままだが、その中心が大きく盛り上がっていた。

　彼の全身から漂う艶めかしい空気が色香をいっそう増していて、ドキドキさせられる。

　美紅は、思わず喉を小さく鳴らしていた。

　彰史の裸なら、航と蛍をお風呂に入れてくれる時に見ることがある。

　ただ、その時はいつも子どもたちのことに気を取られていて、こんな風にゆっくりと彼を眺めることはなかった。

「美紅、見過ぎだよ。さすがに照れる」

　クスクスと笑われて、美紅は自分が彰史の半裸に見惚れていたことに気づかされた。

「あっ……彰史さんだって、いっぱい見たじゃない……」

「うん、そうだね。でも、愛する妻が目の前で裸になっているのに、見るなっていう方が無理な話だろう」

　共感はできるが、羞恥に邪魔をされて頷くことはできない。そんな美紅の気持ちなんて、彼はきっとお見通しなんだろうけれど。

　なんて考えていると、彰史が上半身を屈めるようにしながら美紅の脚を持ち上げた。膝裏を掬われた美紅は、意図せずに彼の眼前に秘部をさらすことになる。

「声、気をつけてね」

「ッ……」

　咄嗟に手を伸ばした時には、彰史の顔がそこに埋められていた。

「あぁっ……」

　熱い舌先が割れ目をそっとたどっていく。

　蜜口から襞を撫でながら上がり、小さな突起をクルリとくすぐっては戻る。それを数度繰り返されただけで、美紅は眦から涙を零すほど感じ入っていた。

「ここが好きなのは変わっていないね。いっぱい舐めて吸って、ナカもかき混ぜてあげるよ」

　うっとりとした声が、あわいにかかる。吐息の感触にも背筋が戦慄き、秘孔がぎゅうっとすぼまった。

　彼は有言実行と言わんばかりに、秘核を嬲っていく。舌先でつつき、裏側からそっと持ち上げ、唇で挟みながら舌で転がす。

　さらには、蜜液を搦めた指を入り口に浅く差し込んだ。クチュクチュといやらしい音を響かせながら、抜き差しを続ける。

　程なくして、ゆっくり、ゆっくりと奥へと進めた。

　まるで初めての時のような慎重さで挿入されていく指は、まだ一本とは思えないほどの圧迫感があった。

「狭いな……。美紅、痛かったら言ってね」

　そう言われても、痛みなんてない。

　苦しさはあるが、蜜芯を弄ばれている感覚の方が強過ぎて、異物が挿入されていることよりもそちらに気を取られていた。

　彰史は、美紅に痛みを与えないように舌を休めず、節くれだった指で隘路を解す。

　柔襞を丁寧にこすり、収縮する姫筒をかき分けるように奥を目指して。じっくりねっとりと撫で上げるようにしては、抵抗感をなくそうとする。

　そうしているうちに内壁が以前のような柔らかさを取り戻していき、二本目の指をするりと飲み込んだ。

　いたぶられ続けた真珠は、真っ赤に腫れて震えている。ぷっくりと大きく膨らんだそこは、今にも弾けてしまいそうだった。

　容赦のない舌に、優しいけれど止まらない指。

　次々と繰り出される刺激は過ぎた喜悦となって、美紅の身体を蹂躙していった。

「ふぅ……ンッ、あぁ……」

　美紅は唇を噛み、漏れ出る声を抑えるだけで精一杯だった。

　本当は、もう思い切り声を出したい。啼いて叫んで、なにも気にせずに感じたい。

　そう思う一方、視界の端に映るベビーベッドが理性を働かせる。

　ここで子どもたちが起きたら中断せざるを得ないのは明白で、次のチャンスはいつ訪れるかわからない。この先の快感を彼から嫌というほどに教え込まれている美紅の身体が、それに耐えられるとは思えない。

　なによりも、せっかく互いの気持ちを伝え合えたのだから、今夜はどうしても彰史とひとつになりたかった。

「あき、ふみさっ……。もっ、いいからぁ……」

　声を上げたくなるのをこらえ、小さく訴える。

「でも、まだ──」

「ほし、いッ……の……」

　指を止めない彼に、美紅は必死に首を横に振る。

「んっ……ぁ、ッ！　早く、ちょうだい……」

　どうにか上半身を持ち上げて彰史の手を掴めば、彼が眉を下げながら微笑んだ。

「まったく……。美紅は相変わらず俺を誘惑するのが上手いね。絶対に痛みを感じさせたくないのに、俺の意志なんて簡単に壊しにくるんだから」

「だって、もう……」

　なおも手を止めない彰史によって、蜜がかき出されていく。シーツは濡れそぼり、お尻の下がひんやりとしている。

　これだけ濡れているのだから、きっと痛みなんてない。たとえ痛くても、すぐに気持ちよくなれるはず。

「ね？　お願い……」

　愛欲を止められない美紅は、涙目で彼を見つめてねだった。

「……ああ、もう！」

　俺だってこらえていたのに、と吐き捨てた彰史が、身体を起こす。

　手早くズボンとボクサーパンツを脱ぎ捨てると、雄の化身が美紅の目の前にさらされた。

　天を仰ぐようにそそり勃つそこは、ビクビクと脈打っているのがわかる。

　彼はベッドサイドのチェストから箱を取り出し、手早く雄芯に薄膜を被せていく。パツンッ……とゴムが弾けるような音を聞きながら、その光景から目が離せなかった。

　折り重ねられた身体の重みが、美紅にかかる。

　美紅が苦しくないように気遣われているため、ちっとも痛くはない。むしろ、心地好い重量感に胸が高鳴る。

「挿れるよ」

「うん……」

　彰史の言葉だけで、蜜口がひくついた。下腹部がぎゅうぅっ……と震え、彼が来てくれるのを待ちわびているのがわかる。

　美紅は逸る心を抑え切れず、ねだるように手を伸ばして彰史の首にしがみついた。

「んんっ……」

　蜜を零し続けていた入り口に、グッと圧迫感が与えられる。ぷっくりとした先端が引っかかる気がしたが、彼は抵抗を物ともせずに腰を押しつける。

　太く逞しい剛直は少しずつ先へと進み、あっという間に蜜路を埋め尽くした。

「ん、ふっ……」

　トン、と行き止まりを突かれる感覚に、美紅が唇を戦慄かせる。甘い吐息交じりの声が彰史の耳朶に触れたようで、彼が息を噛み殺したのがわかった。

「全部挿ったけど、きついな……。美紅、痛くない？」

「ん……へいき……」

　顔を覗き込まれて、美紅は息を細く吐きながら笑みを返す。

「じゃあ、動くよ？　ゆっくりするから、力を抜いていて」

　小さく頷いたが、久しぶりに体内をみっちりと侵される感覚に呼吸が上手くできない。そのせいで、彰史が少し腰を引くだけでも疼痛のような痺れが走った。

「んっ、あぁっ、っ……」

「美紅、静かに……ね？」

　彼が腰をゆるゆると揺らしながら、目を眇める。その表情は嬉々としていて、早くも翻弄されている美紅を満足げに見下ろしていた。

　美紅は、緩やかでありながら甘い快楽にゆっくりと堕ちていく。優しい律動に合わせて自らの腰を揺らめかせるまでは、そう時間はかからなかった。

　彰史が唇の端を持ち上げ、「腰が動き出したね」と囁く。鼓膜をくすぐる低い声音に、蜜壁がきゅうきゅうと轟いた。

　繋がった場所から広がる喜悦に溺れ始めながらも、美紅の視線はつい子どもたちの方を向いてしまう。

「大丈夫、ぐっすり眠っているよ。でも、美紅が声を出すと起きるかもしれないね」

「っ……」

　こういう時の彼が意地悪だったことを、改めて思い知る。

　指摘されたことによって、余計に蜜洞をこすられる感覚が鮮明になった気がした。

「んっ、はぁ……ッ、ゆっくり、して……」

「それだと、ふたりともなかなかイけないと思うよ？　俺たちがイく前に、子どもたちが起きるんじゃないか？」

「だって……ぁ、っ」

「じゃあ、唇を塞ぎながらしようか」

「えっ……？」

　小首を傾げそうになった美紅の唇に、彰史がくちづける。最初は優しく触れ、唇をゆったりと啄み、そのまま舌を搦めていく。

　穏やかだった律動は、その間に徐々に速まっていった。

「ふぁっ……」

　さきほどと同じように、声が上手く出せない。不自由だとより感じやすくなるのか、じっくり丹念にこすられている蜜路はもとより、秘核までじんじんと疼く。

　けれど、うねりを増していく姫襞は、怒張に食いついて離れようとはしなかった。

　深くねっとりと舌が絡み合うキスと、淫靡な水音を奏でながらも強引ではない抽挿。どちらも激しくないはずなのに、子宮がジクジクと熱を持っていく。

　物足りなくて、けれど気持ちよくて。甘切ないのか愉悦なのかわからないのに、結合部からは絶えず蜜液が零れていた。

「ぁっ、ふぅ……んんっ」

「気持ちいい、ね」

　唇が触れ合ったまま囁かれ、美紅は答える代わりに自ら舌を搦めにいく。くすぐり合えば劣情が突き上げてきて、緩やかな刺激がもどかしくてたまらなくなった。

　揺らめかせていた腰を押しつける美紅に、彰史が蜜源をトントンと突く。すると、脳芯がぼんやりと白み始めた。

（あれ……？　なん、で……？）

　よく知った激しさはどこにもないのに、悦楽の波が押し寄せてくる。熱く、静かに、確かな強さを持って、美紅の身体を包んでいく。

「んぁっ……ふっ、ぁぅ……」

　やがて、彼が子宮を抉るように腰を回せば、それは激流へと変貌した。

　スピードはほとんど変わらないままに、突き上げる重さだけが強くなる。柔壁をまんべんなく捏ねるように引っかきながら、最奥を甘やかに穿っては責める。

　蜜襞は楔にしがみついてはねぶり、その欲が放たれることを望んでいた。

　深い場所をグリグリと突かれるたび、結合部がこすれ合い、ツンと尖ったままの蜜粒も刺激される。

　彰史は故意にそうしていて、そこをあえて強く押しつけているようだった。

　外側と内側を甘やかされ過ぎた美紅の身体は、否応なく高みへと駆けていく。それを見透かしていたのか、彼が秘芯と奥処をガツンッ……と押し上げた。

「ふぁっ、ぁ、ぁ、ああっ……！」

　塞がれたままの唇から漏れ出た声は引き攣り、全身がビクビクと跳ねる。四肢から力が抜けた時、美紅は自分が達したのだと気づいた。

「ぅ、クッ……！」

　そのさなか、ぎゅうぅっ……と蠢動した蜜道が、滾りを全力で食い締める。

　抗うことなく欲を放出させた彰史は、法悦に陶酔するように苦しげに眉根を寄せた。

　甘やかな毒のような快感が、ゆっくりと引いていく。

　額に汗を滲ませる彼が、いつの間にか離れていた唇をそっと重ねた。

「……美紅、大丈夫？　どこか痛かったりしないか？」

「平気……。でも、なんだか……身体が変なの……」

「ん？」

「激しくなかったのに、まだイってるみたいで……ナカが痺れて……ぁっ！」

　彰史が少し動くだけで、美紅は艶めかしく啼く。

　同時に収縮した隘路のせいで、吐精したはずの雄杭がまた硬さを取り戻し始める。

「あのさ、もう一回し──」

「ふぇっ……あぁー！」

　美紅と彼が恐らく同じ気持ちになった刹那、航がその邪魔をするかのように泣き声を上げた。

　顔を見合わせたふたりは、どちらからともなく笑みを零す。

「航は、俺にママを取られるのが嫌だったのかもしれないね」

　冗談めかしながら離れた彰史は、サッと後始末を済ませて手早くパジャマを羽織り、ベッドから下りた。

　その頃には蛍も泣き始めていたが、美紅はまだ動けそうにない。

「美紅はそこにいていいよ。きっと、ミルクだよね？」

「うん……。たぶん、そうだと思う」

「じゃあ、少し早いけど作ってくるよ。ふたりには待っていてもらおう」

　彼は美紅の額にキスをすると、「焦らなくていいよ」と言い置いて寝室から出ていった。

　その姿を見送った美紅は、だるい身体を起こしながら心が満たされているのを感じていた。







四








　今年のクリスマスイヴは、日が沈むにつれてここ数日で一番寒くなった。

　朝からどんよりとした空模様だったが、夕方から雪がちらつき始めたせいだろう。ただ、雪は降ったりやんだりを繰り返しており、積もりそうにない。

　それでも、航と蛍とともに初めて迎えるクリスマスイヴに雪が降ったことが、なんだか嬉しかった。

　今日は日曜日だったこともあり、家族水入らずで過ごした。

　午前中に散歩と買い出しを済ませ、夕食はデパ地下で買ってきたデリカやケーキを中心に準備し、クリームシチューを作った。

　お酒は用意しなかったが、代わりに山梨県から取り寄せた一〇〇パーセント果汁の巨峰ジュースがある。

　ダイニングテーブルには久しぶりにたくさんの料理が並び、目にも鮮やかだった。

　リビングの片隅にある一五〇センチのクリスマスツリーのライトは、カラフルな色を放ちながらピカピカと光っている。

　クリスマスの楽しい雰囲気が伝わったのか、航と蛍は珍しく朝からずっとご機嫌で、ミルクも毎回きちんと飲み干してくれた。

　今は寝室で眠っている。一ヶ月ほど前に買ったばかりのベビーカメラには、雪だるまのロンパースを着たふたりが熟睡している様子が映し出されていた。

「これ、買って正解だったね」

　夕食後にケーキを食べながら、彰史と美紅はモニターを見て微笑み合った。

　このベビーカメラを購入することを提案したのは、彼の方だった。

「うん。料理中とかにカメラで様子を見れると安心だし、すごく役に立ってるよ。特に、ひとりだと手が離せない時もあるし」

「もっと早く買っておけばよかったね」

　産前にどんなベビー用品が必要か調べた時、なにを購入するかは随分と話し合った。

　必要なものは迷わず用意したが、問題は必須ではないもの。あると便利だがなくてもなんとかなる……という類のものは、どの程度まで用意すればいいのかわからなかった。

　そのため、必要に応じて買い足していこうと決めたのだ。

　ベビーカメラもそのひとつ。

　あれば使うだろうが、絶対に必要かと言われれば悩んだ。しかし、いざ購入して使い始めてみると、生活が以前よりも快適になった。

　リビングにいても二階の寝室の様子がわかるのは便利だし、料理中など手が離せない時にふたりの様子が見られると安心感がある。

　これまでは、リビングの折り畳み式のベビーベッドに寝かせて家事をすることが多かったが、それだと物音で目を覚ましてしまうこともあった。

　その点、寝室の様子がすぐにわかれば、別室にいても不安は軽減される。

　映像はタブレットでもスマホでも確認できるため、料理中はもちろん、洗濯物を干したり掃除をしたりする時にも重宝していた。

「確かにもっと早く買っておけばよかったのかもしれないけど、これからの方がもっと必要になると思うよ。そのうち歩き出したりしたら、それこそ目が離せなくなるし」

「歩くのはまだまだ先だろう」

「航は早いんじゃないかな。もう寝返りも打てちゃうし」

　美紅が予想していた通り、航は最近になって寝返りができるようになった。

　あの時の感動は、言葉では言い尽くせない。慌てて動画に収め、すぐさま彰史や両親たちにそれを送ると、五人もとても興奮した様子だった。

　蛍は、航よりも成長がのんびりしていて、まだ寝返りをしそうな雰囲気はない。それでも、一時期のようにミルクを飲まないことは減り、すくすくと成長してくれている。

　航も蛍も元気に大きくなっていってくれているのだから、今はそれだけで充分だ。

「確かに。航は運動神経がいいのかもしれないね」

「お義母さんが言ってたんだけど、彰史さんもお義兄さんも運動神経がすごくよかったんでしょ？　航も彰史さんに似てスポーツ万能になるかも」

「それはどうかわからないけど、運動が得意だと色々と楽しめていいだろうね。それで言うと、蛍は文系タイプかもしれないね」

「あ、そうかも。絵本とか歌によく反応して笑うし」

　クスクスと笑い合い、彼が「親バカだね」と零す。美紅も頷いたが、親バカでもなんでもいいと思っているのが正直なところだ。

　だって、航と蛍は世界で一番可愛い我が子なのだから。




　彰史と交代でお風呂を済ませ、彼が子どもたちを見てくれている間に明日の朝食の下拵えを終えた。

　最近になって朝晩の食事を作る余裕が出てきたが、それでも朝は慌ただしい。その解決策として、前日にできる限りの準備をしておくことにしたのだ。

　また彰史と一緒に朝食を摂るようになると、自然と会話が増えた。もちろん、ゆっくり話す時間はないが、会話がないよりはずっといい。

　彼も同じ気持ちでいてくれるため、週の半分くらいは朝食を作ってくれている。

　お食い初めの日に夫婦で話し合ってからというもの、少しずつ以前のような雰囲気に戻っていった。

　彰史が関わっていたプロジェクトが無事に成功したのはもとより、ふたりの時間を捻出できるようになったこと、そしてまた身体を重ねるようになったことが大きいのだろう。

　時には寝落ちして出迎えられないこともあるが、毎日少しでも夫婦ふたりの時間を過ごすことを心掛けている。

　ただ一緒にお茶を飲むだけの夜もあれば、他愛のないことを話したり悩みを打ち明けたり……。そんな時間を重ねていくうちに夫婦としても親としても絆が深まっていったのか、航と蛍に振り回されながらも穏やかな日々を送っていた。

「美紅、なにか手伝おうか？」

「ううん、もう終わったから大丈夫だよ。航と蛍は？」

「眠ったところだよ。お腹が膨れたからか、すぐに寝てくれた」

「そっか。じゃあ、彰史さんは先に休んでて」

　もうすぐ二十三時半になるが、美紅はまだ眠くない。というのも、昼間に航と蛍と眠ってしまったのだ。

「いや、俺はまだ眠くないし、せっかくだから美紅と一緒にいたいんだけど」

　しかも、目を覚ますと彰史も一緒に寝ていて、結果的に家族仲良く昼寝をしていた。そんな彼も、やはり美紅と同じく眠気がないらしい。

　明日は月曜日だ。早く寝た方がいいというのはわかっているが、まだ眠るのがもったいない気がした。

「だったら、航と蛍の写真が溜まってるから、アルバムを整理し──」

　ふと思いついた美紅が振り返ると、唇が落ちてきた。不意打ちのキスに、胸の奥が甘やかに高なる。

　彰史は無言のまま再び唇を重ね、離れては塞ぎにくる。数度それを繰り返すと、彼の腕が美紅の身体を優しく包んだ。

　今度は唇を啄まれ、ゆったりとした仕草で食まれていく。優しく柔らかく、けれどそこに込められた甘い熱が伝わってきた。

「美紅」

　唇が触れそうなほどの距離で名前を呼ばれると、なんだか甘えたくなってくる。溜まった写真の山を思い出したが、理性を凌ぐ本能に思考をくすぐられた。

　気づけば、美紅は彰史の背中に腕を回していた。

　それが合図だったかのように、彼の舌が美紅の唇を割り開く。ふたつの舌が絡み合ったのは、直後のことだった。

　舌先をこすり合い、互いの愛欲を刺激する。側面を撫でられれば撫で返し、絡み合った舌をより強く結ぶように吸う。

　どんどん激しさを増していくくちづけに、美紅は思わず腰を戦慄かせた。

「んっ、はぁ……ぁ」

　美紅の背中から下りた骨ばった手が、まろみを帯びた臀部をそっと揉みしだく。確実な意図を持った触れ方に、下腹部がジクジクと疼き始めた。

「彰史さ……航と、蛍がッ……んっ！」

「ふたりならよく眠っているし、きっと大丈夫だよ」

　キスを止めるのを惜しむように、唇が触れそうな距離で言葉が紡がれる。

　その間にも後ろからあわいをたどってくる指先が、ショートパンツ越しに秘所をゆるりとこすった。

「ふっ、ぁ……」

「それとも、やめておく方がいい？」

　意地悪な言葉のあと、唇をふにっと食まれる。かと思えば、彰史の唇は、美紅の輪郭をなぞるように耳殻までたどった。

「んぁっ……」

　耳孔に舌を差し込まれ、クチュッ……といやらしさを纏った音が響く。

　同時に、蜜口にグッと指を押し込まれ、美紅の身体が跳ねた。ショーツとショートパンツという二枚の布は、美紅の理性を留める砦にはなってくれなかった。

「どうする？　今ならまだ、やめてあげられるけど」

　こんな風に煽っておいて、それはいくらなんでもひどい。

　美紅はそう思いつつも抗議は声にせず、背伸びをして彼の耳元で口を開いた。

「やめないで。……ね？」

　彰史が美紅のことをよく知っているように、美紅だって彼のことを知っている。

　どんな言葉を望んでいるのか、どんな風に言えば悦んでくれるのか……。羞恥に包まれるのは相変わらずだが、いつまでも恥ずかしがるだけではない。

　そう告げるがごとく微笑めば、美紅を見下ろす彰史の瞳に官能の熱がはっきりと宿った。

　どちらからともなく唇を求め合い、舌をねっとりと搦める。さきほどのキスの続きが始まれば、呼吸が荒くなるまではあっという間のことだった。

　彰史の手は緩やかに秘部を撫でたまま、もう片方の手が前に回ってくる。そして、時間を惜しむように、ふわふわの生地のルームウェアを一気に捲り上げた。

　パステルピンクの総レースのブラが、明るいキッチンの下でさらされる。それが彼のお気に入りのひとつであることを、美紅はちゃんと知っていた。

「もしかして、美紅も期待していた？」

　美紅の内心を見破った彰史が、嬉しそうに微笑む。

　双眸に浮かぶのは、獰猛な獣のような欲の気配。その艶めかしさに、美紅の胸は期待でいっぱいになる。

「だって……最近、よくするようになったし……。今日はクリスマスイヴだから……」

　素直に答えた美紅に、彼は満足げに唇の端を持ち上げた。

「だったら、ちゃんと言ってくれればよかったのに」

「でも、彰史さんは明日からまた仕事だし……」

「美紅との時間を取れるのなら、睡眠時間を削っても惜しくないよ」

　そんな風に言われると、喜びを隠せない。美紅が笑みを零せば、似たような表情が返された。

　久しぶりに身体を重ねた日から、夫婦の夜の生活が再開した。

　あの夜がきっかけとなって、翌日からキスの回数が増えたことがよりスキンシップの機会を得るタイミングを作ったのだろう。

　妊娠が発覚する前のように、また肌を合わせるようになったのだ。

　とはいっても、時間的にも体力的にも余裕がないことは変わらない。

　キスが深まり始めた時や前戯で身体がとろけた頃、運が悪い日には互いの下肢を密着させた瞬間に泣き声が響き、中断させられることもあった。

　それでも、数日に一度はそうしてスキンシップを重ね、そのうち何度かはしっかりと果て合うまで愉悦を貪り合っている。

　妊娠前のような激しい行為ではないし、落ち着いてできないのも否めない。

　けれど、産後のデリケートな身体を労わるような優しい情交もとても気持ちよく、なによりも身体以上に心が満たされた。

　彰史の愛情を心と身体の両方で感じられることはこんなにも幸せだったのだと、しっかりと思い出すことができたとも言える。

「彰史さん……」

「もう待てない？」

「ん……」

　頷きながらキスをねだり、何度目かわからないくちづけを交わす。

　彰史は甘やかせるように唇を食みながら、たわわな双丘をゆったりと揉み始めた。

　割れ目をたどっていた指が離れ、両手で胸を弄ばれる。柔らかさを堪能するように指を食い込ませ、その感触と質量を楽しむがごとく形を変えられた。

　淡い快感が芽生え、美紅の身体をゆっくりと侵食しようとしているのがわかる。

「あ、っ……んっ、あんっ」

　早く、早く……と訴えるように自ら大きな手に胸を押しつければ、彼が瞳を嬉々とさせながら花粒を摘まんだ。

　クリクリと捏ねられて、悦楽が一気に膨れる。美紅は悩ましい吐息と声を漏らしながら、太ももをすり合わせた。

　最近よくいじくられているせいか、久しぶりにセックスをしたあの夜よりも敏感になってきた気がする。

　彰史がそれに気づいていないはずがなく、可憐な粒を嬲る指先からは次々と甘美な愛撫が繰り出される。

　キュッと引っ張りながら全体を撫でつけ、指の腹同士をこすり合わせるように捏ねる。いたぶられると簡単に芯が通るそこは、薄桃色から赤らんでいった。

「はぁ、あんっ……ぁ、あぁ……」

　太ももをすり合わせたままの美紅の下肢を、彼の膝が割り開いてくる。従順に受け入れれば、すぐさま筋肉質な脚が前後に動かされた。

「んんっ……」

　甘い痺れが走り抜け、蜜欲が身体の奥底から湧き上がる。

　美紅がたまらなくなって秘部を押しつけると、彰史はさらにグッと力を込めた。

　互いが身に纏っている布のせいでもどかしいのに、敏感な陰唇は快楽を求めて仕方がない。大きく揺らめき始めた美紅の腰は、もう止まらなかった。

「ふぁっ……んっ、いいっ……！」

「うん、そうだね」

　優しく共感されると、羞恥が溶けていく。本能のままに愉悦を貪っていいと言われたようで、花芽を刺激することに夢中になっていった。

　両方の胸の先っぽと、秘所の突起。脆弱な三点を絶えず嬲られ、秘孔がキュンキュンとすぼまる。

　果てることしか考えられなくなった時には、頂が近づいてくる予感がした。

　ショーツの中では蜜が滴り、淫靡な水音を奏でている。

　すべての音が遠のくような気がした直後。

「ああっ……やぁっ……！」

　双丘の果実をグリグリと押しつぶされ、美紅は反射的に彰史の脚に陰裂を強くこすりつけながら全身を戦慄かせた。

「軽くイったね」

　ギュッと抱きしめられて、うっとりとした表情で首を縦に振る。すると、美紅の下腹部に硬いものが当たった。

「……私も、してあげるね」

　まだ余裕がある美紅が、言うが早く彼の腕から抜け出してフローリングに膝をつく。

　子どもたちが起きるかもしれないという焦りから、ほとんどためらいもせずにスウェットを引き下げ、ボクサーパンツ越しにくちづけた。

　ふっ……と熱い息が降ってくる。すでに芯を纏った雄刀がピクンッと震えたことを、美紅は見逃さなかった。

　引き寄せられるように布越しに舌を這わせば、落ちてくる吐息に甘さが混じる。そこに期待がこもっていることも、もうわかっていた。

　普段のお返しだと、焦らしたい気持ちがある。けれど、自分がそうされているうちに蛍が起きてしまって中断したことは、まだ記憶に新しい。

　美紅は選択肢を一瞬で絞り、ボクサーパンツをそっと下ろした。

　完全な形ではないが、太く逞しい欲望が現れる。先端にキスをひとつ落とし、根元からゆっくりと舐め上げた。

「クッ……！」

　見上げた彰史の顔が、微かに歪む。端正な顔が劣情に染まる様に、胸の奥が高鳴った。

　弱いところも、好きなところも、彰史のことなら知り尽くしている。

　なにも知らなかった無垢な美紅に男性への愛撫や奉仕の仕方を教え込んだのは、他の誰でもない彼なのだから。

　これまでの経験を活かすように、舌をねっとりと這わせていく。

　裏側を下から上へ、そのまま上から下へ。それを何度も繰り返し、ぷっくりと膨らんだ部分には強く押しつける。

　側面もくまなく舐め、手でもこすりながら時には唇で食むようにして。全体に唾液を纏わせたあと、切っ先からパクッと咥えた。

　ハッ……と荒々しく息が吐き捨てられる。

「んっ、んく……ふぅ……」

　後頭部を押さえられた美紅は、声を漏らしながら顔を上下させた。

　硬さを増した熱芯に舌を纏わりつかせ、深くしっかりと飲み込む。時折吸いつくようにすれば、彰史が腰をゆるりと動かした。

　淫蕩な水音に混じった美紅の声に、艶めかしい呼気が混じる。彼が法悦をこらえるように息を殺しているのがわかると、美紅は手と舌をますます速く動かした。

　口腔で膨らんでいく熱芯が、ビクビクと震えている。彰史が欲を放出したがっていると思うと、自然と愛撫が激しくなっていった。

　彼自身も律動し、喜悦を貪っている。

　喉の奥を突かれているせいで涙が浮かび、充溢した滾りを咥え続けた顎が疲れ始めても、美紅は決してやめようとはしなかった。

　やがて彰史の抽挿が速度を増し、限界が近いことを教えてくれる。

　グチュッ、ジュッ……といやらしい音が響き渡る中、美紅は息苦しさをこらえながら懸命に手を動かし、怒張をちゅうぅっ……ときつく吸い上げた。

「ぅぁっ……！　クッ……」

　刹那、雄幹がぶるっ……と大きく震え、痙攣するように熱い精を放った。

　喉の奥に当たる体液に噎せそうになりながらも、必死にすべてを受け止める。

「ん、くっ……」

　そして、一滴残らず飲み下した。

　上気した顔を見合わせたふたりは、互いに同じ望みを抱えていると気づいていた。

　美紅は呼吸を整えながら立ち上がると、彰史がショートパンツに手をかける。

『ふっ……あぶっ……ふぇ～……』

　ところが、甘い雰囲気を壊すようにタブレットから蛍の声が聞こえてきた。

　彰史と美紅の視線がディスプレイに向き、一拍置いて顔を見合わせる。ふたりとも眉を下げ、苦笑いを浮かべた。

「呼ばれちゃったね」

「ああ。でも、あんなに可愛い声で呼ばれたら仕方がないね」

　熱を残した身体を隠すように服を整え、洗面台で手を洗って二階へと急ぐ。寝室に入ると、双子は仲良く目を開けていた。

「なんだ、ふたりとも起きたのか。パパの寝かしつけだと不満だったのかな？」

　残念そうな彼に、美紅がクスクスと笑う。

　しかも、せっかく急いで駆け付けたというのに、航も蛍も抱っこをするとすぐに微睡み、十分もせずに眠ってしまった。

「すぐに寝てくれるのは嬉しいんだが、今夜はちょっと複雑だね」

「パパとママも早く寝なさいってことだったのかな」

　苦笑し合ったあと、美紅は今日最後の仕事を思い出した。

「あっ、プレゼント」

「そこに置いてあるよ」

　ベッドの下に置いてある袋から、ふたつの箱を取り出す。赤い包装紙で包まれた箱には、それぞれゴールドとシルバーのリボンがかけられている。

　航と蛍の枕元にひとつずつ置いてから、彰史と顔を見合わせた。

「私たち、親バカだね」

「そうだね。でも、この子たちがいくつになるまでこうしてプレゼントを置くことになるのか楽しみだ」

「うん。できるだけ長くサンタクロースの役目をさせてもらえるといいね」

「ああ」

　美紅が笑顔を見せれば、彼も幸せそうに微笑んでいた──。
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　師走は足早に過ぎ去り、新年を迎えた。

　例年通り両家の実家に足を運んだが、初詣は三が日を避けることにした。

　人混みで双子用の大きなベビーカーを押すのが大変なのはもちろん、まだ一歳にも満たない子どもたちを寒空の下と大勢の人の中に連れ出すのは憚られたからである。

　露店は楽しめなかったが、おかげでゆっくりと参拝できた。

　彰史と美紅の願いは、ただひとつ。

　家族みんなが健やかに笑顔で過ごせますように──ということだけ。

　神様が叶えてくれるかはわからないが、子どもたちの笑顔は彼とふたりで守っていこうと改めて決意した。

　そうして一月も終わる頃、友人の船ふな瀬せ麻ま紀きと玉たま木き千ち佳かが遊びに来てくれた。

　ふたりは、ランジェリーショップ『Ｈｏｎｅｙハニー　Ｄｒｏｐドロップ』の表おもて参さん道どう店で働いており、麻紀は現在そこで副店長を務めている。

　麻紀とは高校時代からの付き合いだが、麻紀の職場の後輩にあたる千佳とは麻紀を介して知り合った。今では三人で定期的に女子会を開催する仲だ。

「ああ……可愛い～」

「もう癒しでしかないですね。天使がいる！　みたいな」

「わかるわかる！　っていうか、ふたりともすごく大きくなってない？」

　航と蛍を覗き込む麻紀と千佳の会話を聞きながら、美紅はキッチンでふふっと笑った。

「そうなの。ミルクをよく飲んでくれるようになったから、最近一気にムチムチしてきたんだよね」

「うんうん、腕とかおいしそうに見える」

「わかります！　なんかこう、思わず食べたくなりますね」

　フルーツティーを淹れたカップをダイニングテーブルへと運ぶ美紅に、彼女たちは相槌を打つように頷く。

　麻紀と千佳は、美紅が実家で過ごしている時にお祝いに来てくれている。

　産後三週間を過ぎた時期で、『家に帰る前の方が美紅の負担が少ないんじゃないかな』という麻紀の提案もあり、実家まで来てもらった。

　今にして思えば、それはとてもありがたいことだった。

　自宅に戻った頃は一気に余裕がなくなり、人に会うような気力も体力も時間もなかったし、家の中は散らかり放題で招けるような状態でもなかった。

　そのため、実家にいて直美の手を借りられる間に会えてよかったのだ。

　直美はお茶請け用のケーキを用意し、部屋までお茶を運び、お土産の準備と片付けもしてくれた。

　子どもがいない時には自分で簡単にできていたことも、航と蛍を連れて出掛けることすら慣れていなかったあの頃にはそういうことも大きな負担になったに違いない。

「新生児の時に会わせてもらってよかったね」

「そうですね。あの時って本当に生まれたてほやほやの赤ちゃんって感じでしたし、あんなに小さい子に会える機会ってあまりないので、すごく癒されましたもんね」

　和気藹々とした雰囲気の中、ふたりにお茶と焼き菓子を勧めて三人でダイニングテーブルを囲んだ。

　航も蛍も上機嫌で、テーブルの足元に敷いたお昼寝布団の上で楽しそうな声を上げた。

　すでに寝返りを披露した航は、うつ伏せで手足をばたつかせている。

　蛍も最近は身体をよく動かすようになっており、着々と寝返りへの準備を進めているようにも見えた。

　折り畳み式のベビーベッドは窮屈そうになってきたため、昨日ウォークインクローゼットに片付けてしまったところだ。

「顔つきも結構違うね。前に会った時は生まれてすぐだったっていうのもあるんだろうけど、ちょっと似てるなって思ったのよね。でも、今は全然似てない感じ」

「二卵性双生児って、そうなんですかね？　でも、笑った顔はちょっと似てる気もします」

「ふとした時にそっくりだなって思う時もあるけど、双子でも二卵性だと普通の兄妹と同じような感じなんじゃないかな。似てるところも似てないところもあるよ」

「航くんは彰史さんに似てるけど、蛍ちゃんは美紅にそっくりだもんね。前に会った時よりも、蛍ちゃんなんてさらに美紅っぽいし」

「そうかな？」

「私もそう思います。美紅さんと蛍ちゃん、目元なんて瓜二つって感じですよ」

　航が彰史に似ていると思うことは多々あるが、蛍と自分がどうかと言われれば主観ではわからないことの方が多い。

　両親達には『美紅の小さい頃によく似てる』とは何度も言われたが、他人から指摘されると心がくすぐったくなった。

　話題をさらっていた航と蛍は、そのうち眠ってしまった。途中でぐずったりすることもなく始終お利口で、麻紀と千佳は感心していた。

「あ、そうだ。今日は報告があるんだよね」

「報告？」

　不意にそう切り出した麻紀が、千佳に目配せをする。ふたりは小さく頷き合い、笑顔で美紅を見た。

「私、この春から店長に昇進することになったの」

「えっ!?　……すごいじゃない！　おめでとう！」

　目を真ん丸にした美紅だったが、すぐに親友の目標が叶うことを祝った。

「ありがとう。今期中に昇進が決まるとは思ってなかったんだけど、ようやくって感じ。まぁ、これからもっと大変になるし、喜んでばかりはいられないんだけど」

「そうだよね、店長になるんだもんね……。でも、麻紀の夢が叶って嬉しいよ。本当におめでとう」

　学生時代からの友人の活躍は、なんだか胸が詰まるものがある。互いの努力や苦労を知っている分、喜びもひとしおだった。

「ありがとう。……で、次は千佳ちゃんの報告ね」

　麻紀に差し向けられ、千佳がにっこりと笑う。

「私は、四月からから本社勤務が決まりました」

「そうなの!?」

「はい。だめ元でしたが、試験に合格できたことが一昨日わかったんです」

　昨年の秋頃、妊活やキャリアに悩むふたりと色々と話したことを思い出す。

　当時、千佳が夫である秀しゅう人とから本社勤務のための試験を受けることを勧められ、麻紀にも背中を押されて決心したのは知っている。

「そっか。試験を受けるって決めてから試験日まで時間がなかったみたいだし、一発で受かるなんてきっとすごいことなんだよね。おめでとう、千佳ちゃん」

「あ、でも筆記の出来は、たぶんそんなによくなくて……。ただ、もう開き直るしかなくて面接の時に全力でアピールしまくったので、それでギリギリ受かったんだと思います」

「だとしても、合格させたいって思える魅力が千佳ちゃんにあったってことよ。お情けで合格できるほど、うちの会社は優しくないから」

「そうだよ！　千佳ちゃんの思いとか仕事に対する姿勢とかが評価されないと合格できなかったはずだし、もっと自信持っていいと思う」

　麻紀の言葉に、美紅も力を込めて共感する。はにかんだように頬を緩めた千佳は、嬉しそうにお礼を口にした。

「そういうわけで、春からは私たちは別の場所で働くことになるし、なかなか会えなくなると思うけど……女子会は定期的にやろうね」

「はい」

「もちろん。っていうか、それは私のセリフだよ。今日だってふたりが来てくれなかったら、こんな風に会えなかったもん。航と蛍と一緒だとゆっくり食事もできないし……。それでもよかったら、また誘ってね」

　美紅が控えめに言えば、「当たり前でしょ」と麻紀が笑う。

「別に今までみたいなおしゃれな店じゃなくても、ファミレスとか居酒屋で会ったっていいんだし、こうして遊びに来させてもらうことだってできるんだから」

「そうですよ、美紅さん。私だって、美紅さんや子どもたちに会いたいですし」

「麻紀、千佳ちゃん……ありがとう」

「そんなに改まって言われると、なんだか照れるんだけど。職場が変わったり子どもがいたりしたって、友達であることは変わらないんだから。お礼なんて言わないでよ」

　変わらないでいてくれる麻紀に、美紅は「そうだね」と頷きながら微笑む。けれど、内心ではそんな風に言ってもらえたことが本当に嬉しかった。

　子ども中心の生活になった美紅には、友人と会うことすらこれまで通りにはいかない。

　気を使うこともあれば、気遣ってもらうことに申し訳なさを感じたり、思うように動けないことに歯がゆさを感じたりすることもある。

　だからこそ、麻紀の言葉がとても嬉しかった。

「暖かくなったらさ、外で会おうよ。ピクニックっていうか、そういうのも楽しそうじゃない？　春だったら、お花見がてらテイクアウトできるカフェのご飯とか買ってさ」

「いいですね！　スイーツも買いましょう」

「うん、楽しそう」

　春の陽だまりの中で食事をするのは、きっと気持ちいいだろう。

　外でなら、子どもたちが大声で泣いても気兼ねなく過ごせそうだし、シートの上で遊ばせることもできる。もう少し大きくなったら、遊具も楽しめるはずだ。

「お花見できそうな公園、リサーチしておかなきゃね」

「カフェのご飯もですね」

「あ、でも今年の春はめちゃくちゃ忙しいだろうし、お花見の時期には会えないかも」

「それはあり得ますね……。その時はゴールデンウィークの前に！」

「いや、それだとセール前だし……。よし、四月に入る前に計画しよう！　三月末なら桜も咲き始めるし、私は昇進前で、千佳ちゃんもまだ販売員だし」

「そうですね。あとは、同じ日に休めるかどうか……」

「そこはなんとしても休むんだって！」

　盛り上がる麻紀と千佳の会話を聞きながら、美紅は改めていい友人に恵まれたと思った。

　彼女たちに笑顔を向け、心の中で感謝を告げる。

　そして、次に会う時までに夢を叶えたふたりへのプレゼントを用意しておこう……と密かに考えていた。
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　二月も半分以上が過ぎた頃、航と蛍は生後半年を迎えた。

　今夜はふたりのハーフバースデーをささやかに祝おうと、昨夜から今日の夕食の下拵えをし、朝から少しずつ準備を進めてきた。

　さすがにケーキは作れなかったが、彰史が好きなロールキャベツとローストビーフはなんとか仕上がり、サーモンといくらでカルパッチョも作った。

　ケーキは、彼が買ってきてくれることになっている。

　美紅は彰史の帰宅を心待ちにしながら、完成した料理を並べて笑顔になった。

　彼は約束通りの時間に帰ってきてくれ、ふたりでテーブルを囲んだ。

　食事中の話題は、子どもたちが生まれてからの半年間のことばかり。

　航と蛍はラグの上で寝転んでいるのだが、今日は朝から上機嫌でいてくれる時間が長くて今もにこにこと笑っている。

　もしかしたら、両親が自分たちのお祝いをしているのを知っているのかもしれない。

「この半年で本当に大きくなったね。最初は抱くのも怖いくらいふにゃふにゃだったのに、最近はずっしりしてきたし」

「うん。初めて抱っこした時なんて、壊れちゃいそうでドキドキしたよね」

「ああ、懐かしいな。それが今じゃこんなに大きくなったなんて感慨深いね」

「ふふっ、ちょっと感動するよね。まだまだ赤ちゃんなんだけど、こうして見ると成長したのがすごくわかるっていうか……なんだか不思議な感じ。少し前から離乳食も始めたし、きっとこれからは今まで以上にあっという間に大きくなるんだろうなぁ」

「そうだね。最近は夜もしっかり寝てくれる日が増えたし、細切れの睡眠しか取れなかった時と比べれば少しラクになった気もするかな」

「確かに、前よりはよく寝てくれるようになったよね。その代わり、蛍も寝返りを打てるようになったからますます目が離せないけど……。でも、ひとまず今日まで大きな病気や怪我をせずに育ってくれてよかった」

「美紅のおかげだよ。いつもありがとう」

「だって、母親だもん。それに、彰史さんだってちゃんと育児をしてくれてるし、家事だってたくさんしてくれてるよ。私の方こそ、いつもありがとう」

　互いを労い合い、幸福感を滲ませた笑みを零す。

　いつもよりも少し豪華な食事、たまにぐずりながらもご機嫌でいてくれる子どもたちと愛する夫。

　なにげない光景かもしれないが、温かくて優しい時間である。

　美紅は何度も笑みを零しながら、この幸せな日常を噛みしめた。

　時間はゆっくり穏やかに過ぎていき、フルーツがたっぷり乗ったケーキまで堪能した頃には航と蛍は眠ってしまっていた。




　寝支度を済ませて寝室に移動すると、彰史と美紅はベビーベッドを覗き込んだ。

　そこに下ろしたばかりの航と蛍は、ぐっすりと眠っている。新生児の頃とは顔つきはまったく変わったが、まだまだ簡単に壊れそうなくらいに小さい。

　寝顔は相変わらず天使のようで、見ているだけでも幸福感でいっぱいになる。

「よく寝ているね」

「うん、ふたりともちょっと笑ってる」

「楽しい夢でも見ているのかもしれないね」

　彼の言葉に、美紅は笑みを深めた。

「楽しい夢かぁ。この子たちの楽しい夢って、どんな感じなのかな」

「おいしいものを食べている夢だとしたら、ついこの間までは母乳とミルクの味しか知らなかったはずだし……。あ、ハイハイができるようになるとか？」

「航も蛍も、ハイハイがどんなものかまだ知らないんじゃ……」

「……それもそうだね」

　ふたりで顔を見合わせ、クスクスと笑ってしまう。

　静かにベッドに移動したが、美紅はヘッドボードに背中を預けてベビーベッドの方ばかり見ていた。

「ちょっと妬けるな」

「え？」

　ふと漏らされた声に小首を傾げれば、隣に座る彰史が美紅を見つめていた。

「美紅、前は俺ばかり見てくれていたのに、今じゃ航と蛍に夢中だろう。特に、ベッドの中で美紅を独占できるのは俺の特権だったから、子どもたちにちょっと嫉妬しそうだ」

　冗談めかした言い方なのに、目を細める彼にドキドキしてしまう。

「なんてね」

　彰史はふっと笑みを零したが、真っ直ぐに向けられた双眸からはあながち冗談ではないことを語られている気がした。

「私だって……同じように思うことくらいあるよ」

「本当に？」

「うん。彰史さんに抱きしめてほしいなって思う時に、彰史さんが航と蛍を抱っこしてると子どもたちが羨ましくなるもん」

「お互い、くだらない嫉妬だね」

「確かに……。航と蛍に嫉妬しちゃっても仕方ないのにね」

　笑い合いながら、けれど互いへの想いが伝わる言葉に喜びが突き上げてくる。

「でも、俺が抱きしめる女性は美紅ひとりだけだよ」

　その上、彼が甘い声音で囁いたものだから、ときめかずにはいられない。美紅の鼓動が大きく高鳴り、一気に忙しなくなった。

　絡み合っていた視線に、密やかな熱が灯る。

　それは、蜜のように甘く艶めかしく、胸が疼いていく。

　沈黙に包まれたのが、きっと合図だった。ふたりは惹かれ合うように顔を近づけ、瞼を閉じて唇をそっと重ねた。

　触れるだけの優しいくちづけを数回交わし、どちらともなく唇を啄み始める。

　感触を楽しむように食み合い、その柔らかさをまったりと堪能しながらも徐々に激しくなっていった。

　舌が触れると、絡むまでは一瞬だった。

　すでに体温は上がっていて、今さら止められそうにない。キスも、もちろんその先にある行為も……。

　絡む舌をうごめかす彰史の興奮が伝わってきて、美紅は思わず吐息を漏らした。

　くちづけは、より深くなる。軽く結んでいただけだった舌がしっかりと搦め取られ、まるで離さないと言わんばかりに吸いついてくる。

　心地好くて、気持ちよくて……。けれど、キスだけでは身体はちっとも満たされなくて、早く触れてほしくてたまらない。

　彼は唇を離すと、美紅を抱き上げるようにして自身の脚の間に座らせ、後ろからそっと抱きしめた。

「抱いてもいい？」

　耳元で落とされた声音に、美紅は期待で胸を高鳴らせる。同時に、下腹部がきゅうっとすぼまり、熱が湧き上がってくる気がした。

「うん……」

　振り向いて同意すれば、再び唇が奪われる。

　お腹のあたりにあった大きな手が、美紅の身体のラインをじっくりとなぞるように這い上がってきた。

　優しく撫でるようにされているだけなのに、期待感で吐息が熱くなる。ゆっくりとした仕草がじれったくて、思わず膝をすり合わせそうになった。

「ん、っ……」

　布越しの双丘にたどりついた手によって、やんわりと揉まれる。ナイトブラとパジャマの上からなのに、グッと力を込められると甘えるような声が漏れた。

　結婚当初から着ているお揃いのシルクのパジャマは、少しばかりくたびれてきた。けれど、肌に馴染んでいる上に思い入れが大きくて、未だに愛用している。

「美紅、自分でボタンを外して」

「うん……」

　彰史が意地悪交じりの淫靡な命令を下す。

　彼の両手はたわわに実った胸を揉みしだいたままで、美紅はもっと刺激を欲しているのを隠そうとせずに素直に手を動かした。

　ひとつ、またひとつ、とボタンに指をかけていく。

　逸る気持ちのせいで指先が震えそうだったが、四つのボタンはすぐに外せてしまい、肌が露出した。

　ライトが点いたままの寝室は、昼間のように明るい。はだけたパジャマから覗いた谷間が、妙に艶めかしく見えた。

「ナイトブラか。これも可愛いね」

「うん……ぁ」

　ハニードロップのナイトブラは、スポーツブラタイプのシンプルなものからレースがあしらわれた可愛いものまで、様々なデザインが展開されている。

　このナイトブラは麻紀と千佳に勧められて購入したのだが、デザインもさることながら使用感もとてもいい。

　谷間の部分に繊細なバラのレースがあしらわれており、苦しさはないのにきちんと補正されている感じがある。

　なにより、彰史に堂々と見せられるくらい可愛いデザインなのが嬉しかった。そして、彼が気に入ってくれていることも知っている。

　彰史はひとしきり胸を触ったあと、美紅の肩からパジャマを抜いてナイトブラのホックも外した。いつものことながら、無駄のない動きだった。

「んっ、ぁ」

　チュッと無防備な背中にくちづけられ、細く白い肩がぴくりと跳ねた。美紅は、航と蛍を起こさないように必死に声を噛み殺す。

「声、我慢しているんだ。いい子だね」

　唇が肌に触れている状態で話す彼は、とても愉しげだった。

「ふたりが起きたら、また中断するはめになるから頑張って」

　そんなことを言いながらも、骨ばった手で無防備な乳房を弄び、唇で背中をなぞる。

　どちらにも微かなくすぐったさがあるのに、双丘の先端を軽く摘ままれた瞬間、それらの刺激が一気に快感に変わった。

　両方の突起を摘まむ指先に、力が込められる。

　押しつぶすようにこすられ、クリクリと捏ね回されて……。甘い痺れが沸き起こる中、ぎゅうっと摘まみ上げられる。

　もう少し強くされれば痛みが勝りそうなくらいなのに、絶妙な力加減が不快な痛みを感じさせず、痛気持ちいいと形容できる喜悦だけを与えてきた。

　小さな薄桃色の果実が、ぷっくりと膨らんでくる。赤く色づくそこは熟れているようにも見え、食べ頃の小さなさくらんぼのようだった。

　いつの間にか、美紅の腰がゆるゆると揺れていた。花粒だけの刺激では物足りなくなって、ベッドに下肢を押しつけるようにしてしまう。

「さっきからずっと、じれったそうだね。こっちも触ってあげるよ」

　言うが早く、彰史の手がズボンの中に入ってくる。その手は迷うことなくショーツに侵入し、柔毛を過ぎて割れ目へとたどりついた。

「はっ、ァッ……。んっ……」

　一拍置いて、可憐な真珠を探り当てられる。薄い茂みと包皮に隠れた秘芽に触れられると、ジクジクと募っていた疼きが弾けそうになった。

「ふぁっ……！　あんっ……」

「美紅。……声、だめだよ？」

　そう言われても、脆弱な蕾を軽く押されるだけでもたまらなかった。

　彼だって、口ではたしなめながらも、指先を意地悪く動かしてくる。その行為は、美紅の反応を愉しんでいるのが明白だった。

「だっ、て……」

「ほら、ちゃんと我慢して。ここで中断することになったら、つらいのは美紅だよ？」

　そういう彰史も、欲情しているのに……なんて思う。

　美紅の腰に当たっている硬いものは、彼の中心にある雄の化身なのだから。

「彰史さんだって……」

「ああ、そうだね。でも、美紅に触っているんだから、勃たないわけがないよ」

　愛情を伝えられた気がして、なにも言えなくなる。こんな風に素直に認めるなんて、なんだかずるい。

　なんて考えていても、美紅の心と身体は甘美な愛撫に捕らわれていく。

　節くれだった指先が、さきほどからずっと幼気な蜜芽を撫で続けている。

　クルクルと回し、そっとかすめるように優しくこすって、爪の先で軽く引っかいて。美紅の好きなやり方で、ゆっくりと追い詰めようとしてくる。

　美紅は唇を噛みしめて声をこらえながらも、つい気持ちいいところに当たるように秘部を押しつけてしまう。

　そうすると悦楽はより強くなり、もうたまらなかった。

「ふっ……はんっ……ぁ、ぁっ……」

　遠くにあったはずの高みが、勢いを増して近づいてくる。

　無意識に腰を大きく揺らす美紅は、じんじんと痺れる蜜粒が今にも弾けそうなほど尖っていること自覚する。

　けれど、快楽を求める身体は止まらなかった。

「もうイきそうだね」

　彰史の意地悪な指摘に、秘孔がきゅうきゅうと震える。

　うなじにキスを落とされながら秘核を絶えず弾かれると、ギリギリのところで留まっていた理性が崩れ落ちる予感がした。

「はぁっ……！　ふぅぅっ……！」

　刹那、尖りを容赦なく押しつぶされ、美紅が喉を仰け反らせる。硬い胸板に頭部をこすりつけるようにして、身体を戦慄かせながら静かに果てた。

　必死にこらえた声は、辛うじて響くことはなかった。

　それでも、ぼんやりとする思考の中で気になったのは航と蛍の様子で、美紅はベビーベッドに視線を遣る。幸いにも、子どもたちはまだ眠ってくれていた。

　そんな美紅のズボンとショーツを、彼が脱がしていく。ただの布と化したそれらは、ベッドの下へと落とされた。

「彰史さん……もう……」

「軽く解してからね。俺も早く挿れたいけど、いきなり挿れるのはまだ避けた方がいいと思うよ」

　待ち切れない美紅に、彰史が苦笑を零す。

　腰に触れている彼の分身はさきほどからピクピクと反応しているのに、決して自身の欲望を優先させないところは相変わらずだ。

　蜜口からは雫がとろとろと溢れ出していて、このまま挿入されても受け入れられると思うのに……。自分のことを大切にしてくれる彰史に、美紅は密かに胸をときめかせた。

　彼は「挿れるよ」と告げると、右手の中指をぬかるみに挿し込んだ。

　そっと押し入ってこられたため、痛みや苦しさはない。むしろ、早くかき回してほしい衝動に駆られそうで、美紅は吐息が漏れた唇を噛みしめた。

「まだ少し抵抗感はあるけど、前よりは柔らかくなったね。そのうちまた、解す前に挿れられるかも」

　独り言のようなセリフだったが、美紅の妄想を掻き立てるには充分だった。思わず柔襞が戦慄き、節くれだった指を締めつける。

「ははっ……想像、した？」

「ん……ぅんっ……」

　ゆっくりと指を動かしながら笑った彰史に、美紅は甘ったるい声を吐きながら頷く。彼は隘路で指をくるりと回すと、人差し指も挿入した。

「ぁ……んっ、はぁっ……んっ、ふぅ……」

「美紅、声が出ているよ。ほら、航と蛍が起きるかも」

　子どもたちにまだ眠っていてほしいのは同じはずだが、彰史は美紅が声を出すたびに嬉々として囁いてくる。意地悪だと思うのに、彼の声ひとつに反応する身体が恨めしい。

　美紅が必死に歯噛みすると、彰史がクスッと笑って左手で胸の先端を摘まんだ。

「っ……！」

　飛び出しそうだった嬌声は、すんでのところで制することができた。ただ、蜜路と可憐な実に注入される刺激は強く、美紅の視界がじんわりと滲んだ。

　彼の指は、内壁を解し切ろうとうごめいている。

　襞をかき分けるようにくすぐり、丹念にこすり上げて。二本の指をバラバラに動かして、じっくり全体を撫で回していった。

　それはまるで、狭い道をこじ開けるようだった。もどかしさもあるのに気持ちよくて、甘苦しい快感に包まれていく。

　艶めかしく腰を揺らめかせていた美紅は、顔だけ振り向いて口を開いた。

「ね、っ……んっ、挿れて……ぁっ……」

　素直にねだる美紅に、彰史が唇の端を持ち上げる。端正でありながらも劣情を纏った瞳が、ギラリと光った気がした。

「美紅は相変わらず、俺を誘惑するのが上手いね。本当に可愛くて、どうしてくれようかと思うよ」

　喜びを隠さない声音が耳朶に触れ、背筋がゾクリと粟立つ。彼は美紅の背中にくちづけると、蜜壁を責めていた指を引き抜いた。

　そんな感覚にすら、美紅は甘ったるい呼気を零す。

「美紅、四つん這いになって。そしたら、どうするかわかるよね？」

　低い声で紡がれた命令は、美紅の思考をグズグズに溶かしていく。視線が真っ直ぐに絡み合うと、美紅の頭の中には指示通りに動くことしかなかった。

　彰史がパジャマを脱ぎ捨てる間に、美紅はのろのろと姿勢を変える。掛布団をどけて前に倒した身体を手と膝で支え、お尻をしっかりと持ち上げた。

「美紅のいやらしくて可愛いところがよく見えるよ」

「っ……！」

「いい子だね」

　再び振り向けば、彼は雄刀に薄膜を被せているところだった。天を仰ぐようにそそり勃つそこは太く逞しく、凶暴さを纏っているようでもある。

　それなのに、愛おしさしか感じなくて、早く挿れてほしくてたまらなかった。

「挿れるよ」

「うん……。早く、ちょうだい……」

　剛直であわいをゆるゆるとこすられ、美紅が細い腰をくねらせて誘う。

　彰史が背後でふっと笑った気がしたが、次の瞬間には姫筒を貫かれて……。美紅は脳天まで突き抜けるような刺激に息を詰め、そんなことを気にする余裕はなくなっていた。

　シーツをギュッと握って嬌声を噛み殺したが、後ろから突き上げられると勢いで唇が開きそうになる。

　律動は激しいどころか優しいのに、今夜はすぐに達してしまいそうだった。

「ゆっくり突くだけでも、すごく感じるようになったね」

　その言葉で、彰史が意図的に美紅の身体をこんな風にしたのだと気づく。

　産後だからとか、久しぶりだったからとか、子どもたちを起こさないようにとか……。これまでよりも優しく労わるような行為になったのは、そういう理由だと思っていた。

　しかし、彼の中には別の目的もあったらしい。

「こうして優しくしてもイきやすくなれば、今まで以上に気持ちよくなれるだろう？　もっと時間がかかると思っていたんだが、美紅は心も身体も素直だからか予想よりも早く効果が出てきたな」

　彰史が話しているのはわかるのに、なにを言われているのかがよくわからない。

　ただ、自分の身体が彼に従順に反応してしまうことだけは、嫌というくらいに理解していた。

「ほら、こことか……前は激しく突く方がいい反応だったけど、今は優しくこするだけでもこんなに締めつけてくる……」

　下腹部の裏側を執拗に撫でつけられ、姫襞がぎゅうぎゅうと蠢動する。屹立を食い締めようとするほどの力なのに、彰史は気持ちよさそうに息を吐き捨てていた。

「はっ……あっ、ぁぁ……ッ、あんっ」

「声、我慢できなくなってきたね」

　クスッと笑った彰史が身体を倒してきたかと思うと、節くれだった指が美紅の口内に突っ込まれる。あっという間に舌を捕らえられ、指の腹で優しくこすられた。

　舌に触れられるとくすぐったいのに、それすらも喜悦の種となる。内襞はますます激しく轟き、滾りをねぶるように纏わりついた。

　溶けた思考でも、彰史の左手の指を噛まないように必死に歯を浮かせる。そのせいで零れる唾液が、美紅の顎を伝ってぽたぽたと落ちていく。

　抽挿はまだ緩やかなのに、愉悦の最果てが確実に迫っていた。

「ふっ、んぅ、んく……ッ、ふぁ……ッ」

　彼が唾液に塗れた指を、そして獰猛な欲望を、じっくりゆっくり動かし続ける。

　甘い責めは決して終わらないとでも言うように、蜜窟を絶えずトントンと叩かれた。

　閉じた瞼の裏がチカチカと光り、身体だけではなく脳までじんじんと痺れていく。

　四肢は震えて膝からは力が抜けそうだったが、それでも美紅も悦楽を与えようと腰を揺らし、下肢をぶつけ合った。

　けれど、限界はすぐにやってくる。

「ふぁっ……!?　あっ……ッ？　んぁっ……ふぅぅっ……っ！」

　最奥をいたぶられ続けていた美紅は、気づけば昇り詰めているさなかだった。

　手から力が抜け、身体を支え切れなくなったせいで双丘がベッドにつく。

　けれど、法悦の波に呑み込まれて高みへとたどりついているのに、律動を止めてはもらえなかった。

「やっ……あぁぁぁッ──！」

　立て続けに二度も果てた身体が、本能的に逃げようとのたうつ。

　しかし、彰史は美紅の肢体をシーツに押しつけ、なおも抽挿を繰り返した。

　美紅の口から指を引き抜いた彼が、細い肩と腰をそれぞれ手で押さえる。そのまま腰を突き上げて、容赦なく奥処を穿った。

　全身をベッドに押さえつけられた美紅に、逃げ場なんてない。

　胸やお腹、脚までシーツにぴたりとくっつき、揺さぶられるたびに肌がこすれ、身を捩ることすらできなかった。

「ふぅ……んんっ……ぅぁっ」

　首から上は自由になるが、ただただ啼き喘ぐことしかできない。抵抗の言葉すら紡ぐ気力もなく、『もうだめ』と訴えたつもりでも細切れに声が飛び散るだけだった。

　律動は激しくないのに、優しくあやすように弄ばれているだけなのに……。何度達したかわからないくらい、深く感じ入っている。

「美紅……。ハッ、美紅……美紅っ……！」

　気持ちいいのか苦しいのか、もう判断できない。早く終わってほしいと思うのに、繰り返し名前を呼ばれているうちにどうでもよくなっていった。

「ふぅ……あんっ……あぁっ……。やぁっ……！」

　顔をシーツにこすりつける美紅の眦からは、涙がボロボロと零れている。

　結合部からはぐちゃぐちゃに混ざり合った体液が垂れ、互いの肌を濡らす汗もぽたぽたと落ちた。

　無数の雫がシーツに染み込み、白い布はどんどん乱れていく。

　淫靡な空気と匂いが漂う寝室は、ふたりの蜜欲で満たされていた。

「あぁっ……アッ、ぁぁっ……イっちゃ……」

　昇り詰めたままの美紅が、ゴールの見えない愉悦の中で喘ぐ。達しているのか、達しているところなのかもわからず、訴える声は譫言のようでもあった。

　彰史が腰を大きく動かし、蜜源をガツガツと穿つ。雄幹を叩き込む速度が増し、美紅の腰を押さえつけながら最奥を抉り上げた。

「俺も、ッ……！　クッ……っ……！」

　刹那、美紅が身体をガクガクと痙攣させた。繋がった下肢からは飛沫が舞い、愛蜜が飛び散る。

　何度目かわからない頂は、もう美紅に声を出させる余裕すら奪い、美紅は喉を仰け反らせながら静かに果てた。

　次いで、彼も大きく胴震いする。歯噛みして全身を戦慄かせながら、膨張し切った昂ぶりから勢いよく欲望を迸らせた。

　悦楽を絶えず噛み殺して我慢を重ねていたため、吐精はいつにも増して長く続く。すべてを吐き切る頃には、彰史の呼吸はひどく乱れていた。

「……はっ……美紅？」

　呼びかけに答えたつもりの唇は、微かに震えただけだった。

「このまま眠っていいよ」

　その言葉を聞いた直後、美紅は指一本動かすこともできずに瞼を閉じていた──。





＊　＊　＊






　桜の便りが届いて数日が過ぎた、土曜日の午後。

　家族四人で、公園に出掛けた。

　今日は近所ではなく、お花見の名所としても人気の総合運動公園に繰り出した。ちょうど一年前の検診の帰りに、夫婦ふたりで立ち寄った思い出の場所でもある。

　もうすぐ満開を迎えそうな桜の木は、見事なほどに淡いピンクに色づいている。

　春風に舞う花びらが降ってくる様子に、航と蛍は興味津々のようだった。ふたりともベビーカーから空を見上げ、両手を伸ばしてキャッキャッと笑い声を上げている。

　あの頃はまだ美紅のお腹の中にいた航と蛍が生まれて七ヶ月が経ち、家族四人での生活にも随分と慣れてきた。

　もちろん、毎日が驚きや戸惑いの連続でもあり、疲れ切ってヘトヘトになる日も少なくはない。

　子どもたちに振り回される日々であるのは変わらないが、そこには確かな幸せがある。

「あれから一年か」

　美紅が当時を思い出していると、彰史も同じ記憶をたどっていたようでしみじみと呟いた。

「うん、そうだね。あの頃はお腹の中にいたこの子たちが、今ではこうして笑ってるなんて不思議な感じがする」

「ああ、ちょっとわかるよ。もう七ヶ月以上も経つんだけどね」

　彼と頷き合いながら、比較的人が少ない場所で足を止めた。

　レジャーシートを敷き、航と蛍をベビーカーから下ろす。

　最近上手にお座りができるようになったが、まだ支えがないと心許ない。航は彰史が、蛍は美紅が後ろから支えるようにして自身の脚の間に座らせる。

　子どもたちは、いつもとは違う公園が嬉しいようでにこにこと笑っていた。暖かい気候もあってか、元気に手足をバタバタとさせている。

　声も笑い声もよく出す姿に、彼と美紅からは柔らかい笑みが零れた。

　お揃いのミツバチの服のせいか、道行く人から「可愛いね」なんて声をかけられる。

「あーう！　んーま！」

「あぶぶっ……！　だぁっ」

　そのたびに彰史と美紅は笑顔と会釈を返すが、当の本人たちはふたりで仲良くおしゃべりに高じている。

「まだなにを言っているのかさっぱりわからないな」

「喃語だもんね」

　泣き方でなにを訴えているのかはだいたいわかるが、言葉は未熟過ぎて理解できない。

　けれど、航と蛍の間では会話が成り立っているようで、ふたりが顔を見合わせて声を上げているのは毎日見る。

　そういう時はいつもとても楽しそうで、どんな話をしているのか知りたくなる。

「早く『パパ』って呼んでくれないかな。その前に『ママ』が先だろうけど」

　ふたりで作ったお弁当を食べながら、未来に思いを馳せる。

　いつ単語を話してくれるのか、『パパ』や『ママ』と言ってくれるのか、楽しみで仕方がなかった。

「意外と、パパやママじゃなくて『まんま』とかだったりして」

「それはちょっと悔しいな」

　眉を下げる彼に、美紅はクスクスと笑ってしまう。

　春の陽だまりの下で過ごす時間は、優しく穏やかに過ぎていった。




「美紅、屋台が出ているけどなにか食べる？」

　二時間ほどのんびりしたあと、車に向かうことにした。航も蛍も瞼が重くなってきた様子だったため、眠ってしまう前に車に戻ろうということになったのだ。

「あっ、あの時のポテト屋さんも来てるんだね」

「買ってこようか？」

　つわりが重過ぎて水分すらまともに受け付けなかった頃、初めてきちんと口にできたのがここの屋台のフライドポテトだった。

　一年前のお礼も兼ねて買いたいところだが、航と蛍の瞼はそろそろ限界だろう。眠ってしまってからチャイルドシートに移動させるのは、少しばかり可哀想だ。

「ううん。この子たちが寝る前に車に戻った方がいいから、来年の楽しみにするよ」

「来年と言わずに、明日か次の週末にも来ればいいよ。その時は、先に屋台で食べ物を買っておこう」

「うん」

　笑顔で頷いた美紅は、ベビーカーを押す彰史の腕に自身の腕を絡めた。

　桜並木が去年よりもいっそう美しく見えるのは、きっと天使のように可愛い子どもたちのおかげだろう。

　春の匂いを感じながら、美紅はふとそんなことを考えていた。







六








　春が過ぎて、夏が訪れた。

　美紅は相変わらず航と蛍が中心の生活を送っており、目標にしている仕事の復帰はまだ叶いそうにない。

　麻紀と千佳は、それぞれに新しい環境で頑張っているようで、彼女たちの話を聞くと羨ましくなる時もある。

　けれど、幸せであることに変わりはない。

　約束通り三月末にお花見を決行してくれたふたりとは、今も定期的に会っている。

　気兼ねせずに過ごせるカフェや公園に行ったり、時には家に遊びに来てくれたりと、以前とは違った女子会を開催するようになった。

　お盆明けの先日にも、ちょうど遊びに来てくれたところだ。

　そうして過ごす中、航と蛍の誕生日を迎えた。八月二十日の今日、ふたりは一歳になったのだ。

　彰史からは、ついさきほど【もうすぐ帰るよ】とメッセージが届いていた。きっと、仕事を早々に切り上げてくれたのだろう。

　この春に企画部の部長に昇進した彼は、最近また帰宅が遅い日が続いていた。それが今日のためだったと知ったのは、数日前のことだ。

　とはいえ、平日だからお祝いは家でささやかにする。

　その代わり、週末には両家の両親も一緒にレストランに繰り出す予定である。都合がついた彰史の兄──幸ゆき史ふみも、参加してくれるようだった。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　離乳食の準備を終えてテーブルに大人用の料理も並べたところで、タイミングよく彰史が帰宅した。

　その手には、大きな花束がある。

「わぁっ……！　綺麗だね」

「うん、美紅にプレゼント」

「えっ？　航と蛍のためじゃなくて？」

「ああ。今日は航と蛍の誕生日だけど、俺たちが親になって一年の記念日でもあるだろう。この一年間、ずっと頑張ってきた美紅に感謝を込めて」

「嬉しい……」

　瞳を潤ませる美紅に、彼が優しい眼差しを向ける。

　黄色のひまわりとカスミソウを中心にビタミンカラーで纏められた花束は、今の季節にぴったりだ。明るい気分にさせてくれるような華やかな見た目なのに、美紅は感動の涙を浮かべて声を詰まらせた。

「ありがとう」

　けれど、雫を零す前に拭い、満面の笑みを見せる。

　微笑む彰史が、美紅に花束を手渡す。美紅がそれを受け取ると、彼は『どういたしまして』と言う代わりに唇を重ねた。

　ベビーチェアに座る航と蛍は、きょとんとしていた。しかし、笑顔を向け合う両親につられるように、すぐに声を上げて笑った。

「ママッ！」

「パッパ！」

　少し前から単語を話すようになったふたりが、両手を伸ばしてくる。抱っこをせがむ姿を見て、彰史は蛍を、美紅は航を抱き上げた。

「ご飯、食べようか」

「ああ、そうだね」

「航、蛍、まんま食べようね」

「まんまっ！」

「んまー！　まんまっ、まんまっ！」

　ミルクよりも離乳食を好む航と蛍が、急に興奮し始める。

　彼と顔を見合わせて笑いながら、急いで子どもたちにエプロンをつけた。




　ささやかなご馳走でお祝いをしたあと、航と蛍はずっと上機嫌で興奮した様子だったが、ようやく眠ってくれた。

　寝室に敷いたベビー布団に寝かせ、リビングに戻って一息ついた。ベビーカメラには、仲良く並んで眠るふたりの姿が映っている。

　本当は、もうしばらくベビーベッドを使うつもりだった。

　しかし、航も蛍も、今ではハイハイどころかつかまり立ちや伝い歩きまでできる。そのため、高さのあるベビーベッドでは危険を感じるようになり、少し前からは布団を敷いて寝かせるようになったのだ。

　美紅はお昼寝布団で併用しようとしていたが、信夫と敏恵が買ってくれた。両親たちのおかげで、ウォークインクローゼットの中はベビー用品で溢れている。

　それでも、色々としてもらえてありがたい限りだ。

「彰史さん、なにか飲む？」

「いや、いいよ。それより、ちょっとこっちに来てくれないか？」

　美紅は小首を傾げながらも、ソファーに座る彰史の隣に腰を下ろす。すると、彼から小さな箱を渡された。

　リボンがかけられたそれがプレゼントであることは、すぐにわかった。ただ、中身の見当がつかない。

「開けてみて」

「うん」

　お礼を言う前に促され、美紅がおずおずとリボンを解く。そっと箱を開けると、細身のシルバーリングが収まっていた。

「これ……」

「さっきの花束はおまけで、本当はこっちが本命のプレゼントなんだ」

　リングを手に取った美紅は、裏側に若葉のような色の石が埋め込まれていることに気づく。その左右には、『Ｗ』と『Ｈ』の文字が刻まれていた。

「それはペリドット、八月の誕生石だよ」

　彰史や美紅の誕生石ではなく、八月の宝石。記されたイニシャルは、愛おしい我が子たちのもの。

　なにも聞かなくても、彼の深い愛情が伝わってくる。

「石が表面にあると航や蛍と接する時に気になるだろうから、あえて裏側に埋め込んでもらったんだ。ピンキーリングだから、家事や育児の邪魔にもならないと思うんだが……」

　最後に控えめに付け足した彰史は、きっと色々と考えて選んでくれたのだろう。

「やっぱり、今はアクセサリーをつけるのは嫌だった？」

　不安そうな彼に、美紅は首をブンブンと横に振った。

「そんなことないよ！　すごく嬉しい……本当に、すごく嬉しいの！　でも、感動して言葉にならなくて……」

　花束だけでも、充分過ぎるほど嬉しかった。

　だからこそ、さらに贈られたプレゼントを前にして、もう泣かずにはいられなかった。

「さっきはこらえたのに……。だめ……今度こそ泣いちゃう……」

　美紅が涙を零すと、彰史がその雫を親指でそっと拭う。彼は美紅の濡れた眦や鼻先にくちづけ、そのまま唇も重ねた。

　優しいキスに、美紅の胸の奥が甘やかに高鳴る。

「俺がつけてもいい？　右手でいいかな？」

「うん……」

　右手を差し出せば、指輪を受け取った彼が小指にはめてくれる。シンプルなデザインだが、美紅の小指にぴったりでよく映えた。

「私はなにも用意してなかったのに……。でも、本当にありがとう。ずっと大事にするね」

「俺はなにもいらないよ。美紅や子どもたちから、毎日幸せをもらっているからね」

「それなら私だって……。むしろ、私はまだまだ未熟で育児だって上手くできないことも多いし、すぐに彰史さんに甘えたり八つ当たりしちゃったりするのに……」

「いいんだよ。俺に甘えていいのも、八つ当たりしていいのも、美紅の特権なんだから」

　柔和な笑顔を向けられて、美紅は改めて幸福感を噛みしめる。

　今すぐに与えられるものはなにもないが、せめて言葉で伝えたいと思った。

「私……彰史さんの妻になれて、すごく幸せだよ」

「それは俺のセリフだよ」

「え？」

「美紅と結婚してからの俺の人生は、ずっと幸福感で満ちているんだ」

　感謝と想いを贈るはずだったのに、それ以上の愛情が返ってくる。

　もうどうしたって敵わないと感じて涙交じりに微笑むと、彰史も瞳をいっそうたわませたあとで美紅の唇を優しく塞いだ。

　交わしたキスからは、甘い熱が溢れ出した。

　唇を重ねたまま腕を回せば、彼が抱きしめてくれる。逞しい腕の中にいるだけでドキドキして、身体は密着しているのにもっと近くにいきたくなる。

　触れては離れ、また触れるのを繰り返す唇は、早々にどちらからともなく啄み始め、湧き上がる蜜欲を伝え合った。

　舌を差し出せば、舌先でくすぐられる。唇から覗くそれを何度も舐め合い、ねっとりと搦めていった。

　唇をこすり合わせながら、美紅の口腔に彰史の舌が挿ってくる。上顎を舐め、歯列をたどるようにして、小さな舌を迎えに来た。

　再び舌を絡ませると、彼が美紅をソファーに押し倒した。その間もくちづけは一秒たりとも途切れず、より深くなっていった。

　息が苦しくなるほどのキスに、脳がクラクラと揺れる。けれど、突き上げてくる衝動が心を逸らせ、もっと激しく求め合いたいと訴えていた。

　肌触りの好いコットン素材のルームウェアは、簡単に骨ばった手の侵入を許す。

　一気に膨らみにたどりついた彰史も、珍しく最初から余裕がなさそうにルームウェアを捲り上げた。

　たわわに実った乳房に、グッと五指が食い込む。痛くはないが力が強くて、それだけで彼の劣情があらわになっていく気がした。

「ふぅ、っ……」

　唇が離れて瞼を開けると、熱にうかされたような視線が美紅を真っ直ぐに見下ろした。

「もう硬くなってきているよ」

「ッ……」

　ルームウェアのトップスはカップ付きのキャミソールで、すぐに突起を探り当てられてしまう。まるでこのためだったと言わんばかりに思えて、急に羞恥が込み上げてきた。

　ほら、と言われながら指先で先端を転がされ、全身がピクンッ……と跳ねる。まだ淡い刺激なのに、蜜口がキュンとすぼまった。

　彰史は、両手でしっかりと豊満な胸を揉みながらも、手のひらで幼気な部分を撫でる。

　押しつぶすように、さらにはコロコロと転がすように、絶えず快楽を送り込んできた。

　気持ちよさと物足りなさに苛まれる美紅の腰が、小さく揺れ始める。程なくして、彼がそれに応えるように可憐な頂を摘まみ上げた。

「あんっ！」

「今日はいくらでも声を出していいよ。今はふたりきりだからね」

　指の腹でこすられ、キュッと引っ張られる。手加減する気のない愛撫からは、声を出させようとしているのが伝わってきた。

「ああっ……ふぁっ、んっ」

　尖りのくぼみを爪で引っかかれたり、二本の指でこすり合わせるようにしたり。かと思えば、クリクリとしごくように弄ばれて、薄桃色の実にはあっという間に芯が通った。

「すごくおいしそうな色になった」

　舌なめずりをした彰史が、嬉々として小さな果実にくちづける。そのまま飲み込まれてしまい、ちゅうっと吸い上げられた。

「んんっ……」

　両手で胸を揉みしだいたまま、片方の粒を舌で嬲られる。

　歯を立て、やわやわと食い込ませ、舌でほじくるようにいじくったあと、ちゅぱちゅぱと音を立てて吸った。

　もう片方も同じようにされると、全身の血液が集中するようにじんじんと痺れた。

　さらに、彼は豊満な膨らみを真ん中に寄せると、先端をふたつとも一緒に飲み込んでしまう。両方をいっぺんに吸われて、脆弱なそこはピンと勃ち上がって存在を主張していた。

「ん、ぁっ……あぁっ」

　喜悦のやり場を探して膝をすり合わせるたびに微かに水音が鳴り、ひんやりとした感触が伝わってくる。きっと、蜜口はもうグズグズにとろけているに違いない。

「こっちも触ってほしいよね？」

「ッ、うん……」

　秘部をそっと撫でられて素直に頷けば、彰史が唇の端だけを持ち上げる。

「じゃあ、自分で脱いで、ちゃんと見せて」

　けれど、彼はそれだけで満足することはなく、淫蕩な指示を出した。美紅が眉を下げれば、向けられていた笑みがいっそう愉しげなものへと変わる。

　美紅は恥じらいを浮かべ、それでも蜜欲に負けてショートパンツに手を伸ばす。戸惑いながらも腰を浮かせて脱ぎ捨て、涼しげなパステルブルーのショーツにも指をかけた。

　二枚の布を床に落とすと、彰史が「こっちは脱がせてあげる」と言い、キャミソールを剥ぎ取った。一糸纏わぬ姿が、明るいリビングにさらされる。

　反して、彼の身はまだＴシャツとズボンに包まれていて、その対比に羞恥が増した。

「彰史さんも脱いで」

「いいよ。じゃあ、美紅が脱がせて」

　にっこりと微笑まれ、美紅はおずおずと手を伸ばす。

　Ｔシャツの裾を捲って頭から抜き取り、上半身を起こしてさらりとした質感のズボンも下ろす。鼠径部のあたりで布が引っかかり、雄芯が形を変えていることに気づいた。

　まだ半分ほどしか勃っていないが、そこは確かに欲情をあらわにしている。中途半端な姿がこの先を想像させるせいか、妙に生々しかった。

「これも脱がせてくれる？」

「う、ん……」

　彰史がボクサーパンツのウエストあたりを指差し、美紅は言われるがまま手をかける。グッと引っ張るようにして下げていくと、雄の化身が姿を現した。

　思わず、息を呑んでしまう。

「美紅、顔が真っ赤だよ。別にもう見慣れているだろう？」

「見慣っ……！　で、でも……」

　確かに、これまでに何度も見てきた。新婚当初から今日まで、幾度となく身体を重ねてきたし、そのたびに肢体を惜しげもなくさらし合った。

　けれど、見慣れているからといって、なにも感じないわけではない。ドキドキするし、いやらしい雰囲気に呑まれてしまう。

「そんなに見なくても、あとでたっぷり挿れてあげるよ」

　クスクスと笑われて、なんだか悔しくなった。

　少しだけでもいいから、翻弄したくなる。

　美紅は半ば勢いで彼の胸元を押し、強引に身を起こした。

「わっ……美紅？」

　ソファーの肘置きを背にした彰史が、美紅を見上げてくる。その唇を奪った美紅は、彼の唇を食んでから身体を下へとずらしていった。

　首筋に唇を寄せ、そのまま鎖骨へ。骨の形をゆっくりとなぞるようにしてから、胸元にもくちづける。そして、小さな突起を口に含んだ。

「っ……美紅がしてくれるの？」

　荒く息を吐きながらも、その声はまだ冷静だった。低く穏やかで、微塵も動揺していないことは明白である。

　それがやっぱり悔しくて、美紅は舐めている尖りに歯を立てた。

「今日はちょっと強気だね」

　クスッと笑った彰史は、美紅の行動を静観することにしたのかもしれない。彼は美紅の髪に触れ、そっと頭を撫でるだけだった。

　一方、美紅の舌は艶めかしく動き、彰史の肌を愛でていく。

　今度は両手の指先で胸の粒をカリカリとこすりながら、唇で綺麗に割れた腹部をなぞっていった。

　胸のあたりには、熱く硬いものが持ち上がっていく感覚がある。まだ快楽と言うほどではないにせよ、彼の興奮を代弁してくれているようだった。

　美紅の手が下りていき、下腹部をクルリと撫でてから太ももへとたどりつく。彰史の脚の間で四つん這いになり、さきほどよりも大きくなった雄幹を握った。

　ふっ……と吐息が漏らされる。

　興奮か、喜悦か……。それはわからないが、彼の期待感が伝わってきた。

　美紅は彰史に気づかれないように瞳を緩めると、右手を上下に動かし始めた。

　まだ勃ち切っていない熱刀に芯を与えるようにこすり、左手は太ももを撫でてから内側へと向かわせる。そして、精を生み出す丸みを帯びた部分をゆるゆると揉んだ。

「クッ……ぅ」

　刹那、彼が上ずった声を漏らした。

　彰史の好きな場所なら熟知している、という自負がある。彼ほど翻弄させることはできなくても、責め方ならたくさん教えられた。

　感じてほしくて、一緒に気持ちよくなりたくて、すべて一生懸命覚えたのだから。

「舐めるね？」

　言うが早く、美紅は雄刀の先に舌を這わせた。

「ハッ……」

　彰史の腰が微かに跳ね、美紅の頭を撫でていた手に力がこもる。美紅が見上げれば、その顔には劣情が色濃く宿っていた。

　美紅の胸が疼き、もっと激しくしたくなる。思考は彼を責めることでいっぱいになり、怒張をじっくりと舐めていった。

　先っぽの部分に舌を差し込み、優しくほじくる。ぷっくりと膨らんだところも舐め、先端を口に含んで丁寧にねぶった。

　今度は熱い幹に舌を這わせ、根元まで舐める。袋のところまで舌でたどると、裏側からもしっかりと舐め上げた。

　それらを繰り返しているうちに、彰史の分身は硬く逞しくなっていく。

　雄の欲が充溢し、落ちてくる呼気が荒くなるまでは、そう時間はかからなかった。

「ひぅっ……」

　美紅が必死に奉仕していると、なんの前触れもなく秘部に触れられた。腰が大きく跳ね、思わず指から逃げてしまう。

「美紅、口はそのまま……動いたらだめだよ。……ね？」

　言い聞かせるような口調から、お願いではなく命令だと悟る。美紅は腰を軽くくねらせながらも、節くれだった指を受け入れることしかできなかった。

　背中からお尻をたどるようにして伸びていた手が、おもむろにあわいをこする。蜜口を通過した時、クチュッ……といやらしい音が響いた。

「もう濡れているね。俺のものを舐めながら濡らすなんて、すごく可愛い」

　ぬかるみに指を浅く挿し込まれ、クチュクチュと鳴るのを楽しむように動かされる。

　それ以上はまだ奥に進む気はなさそうだが、浅いところをこすられているだけでも感じてしまった。

「ああ、すごい……。一気に出てきたよ」

　彰史の指摘通り、愛蜜がどっと溢れ出したのがわかる。とぷっと音を立てて漏れた雫は、美紅の内ももを伝って流れていった。

　美紅は甘ったるい吐息を吐くと、羞恥と快感をごまかすように剛直を咥え込んだ。

「ッ……！　今日は責めたがるね。あとでたくさんお返ししないといけないな」

　ひとりごちたような言葉に、美紅の背中が粟立つ。

　彼の言う〝お返し〟が〝責め〟であることにはすぐに気づいたが、今さらどうしようもないだろう。

　そう考えた美紅は、熱芯を吸うようにしながら顔をゆっくりと上下させた。

「ハッ……ぅ、クッ！」

　直後、彰史の指が秘孔に突き立てられた。

「ふぅんっ……！　んんっ！」

　口こそ離さなかったものの、まだ解されてもいない隘路を侵される感覚に美紅の背中がしなる。一本だけなのに、圧迫感に意識を持っていかれてしまう。

　けれど、蜜液のおかげか、痛みも不快感もなかった。

　間を置かずに柔襞をこすられ、蜜路がきゅうきゅうとすぼまる。それでも、美紅は口を離さずに愛撫を続けた。

　手と口を絶えず動かし、愉悦を送り込む。

　喉につくほど奥まで咥え、口から抜けないように先端ギリギリまで戻る。抽挿を繰り返しながら、手でもしっかりとこすっていく。

　ジュプッと淫靡な音が立つほど唾液と体液に塗れたそこは、口内で何度もピクンッと跳ねていた。

　彼もまた、指を止めなかった。

　内壁を優しくこすり、襞を一枚ずつ伸ばすように丹念に撫でていく。さらには、指をもう一本増やし、淫洞を捏ね回すようにして蜜を撹拌していった。

　蜜道は次第に柔らかさを増し、指に纏わりついてみせる。いつしか、美紅の腰も揺らめいていた。

　互いを追い詰めようとすればするほど、喜悦が返ってくる。感じさせたいのに感じてしまって、愛欲は大きく膨らむばかり。

　先に耐えられなくなったのは、やっぱり美紅の方で……。けれど、今日は負けたくなくて、手の動きを速めて強く吸いついた。

「ぅっ……。ハッ……」

　彰史の腰が戦慄き、雄芯がビクンッと脈打つ。

　あと少し……と予感した美紅がラストスパートをかけようとしたところで、肩を押すようにして口腔から熱刀が引き抜かれた。

「あっ……」

　同時に、秘孔に埋まっていた指も離れ、美紅の唇から声が漏れる。

　彼を果てさせられなかった残念さと、快楽が消えたもどかしさが混じった、なんとも言えない声音だった。

「どうせなら、ナカで出したいからね」

　呼吸を乱しながらも、美紅を見下ろす瞳は弧を描いていた。ただ、そこにあるのはいつもの穏やかさではなく、獰猛な肉食獣の欲望そのもの。

　美紅の鼓動を高鳴らせるには、充分な威力を持っていた。

「じゃあ……早く、ちょうだい……」

　身体を起こした美紅が首を傾け、彰史をじっと見つめる。彼は唇の端を上げたあとで、ふと静止した。

「……ゴム、寝室だ」

　しまった……と言いたげな顔に、美紅はふっと笑ってしまう。

「今日はこのまま……しよ？」

　絶対に大丈夫ということはないが、確率は極めて低い時期に入っている。

　妊娠前は不順だった月経周期が、産後に再開してからは安定するようになった。体調的なことを踏まえても、明後日には月経が始まるだろう……と予測できた。

　それに、もし妊娠したとしても後悔はない。彰史とは『いずれ三人目を』なんて話していたこともあるのだ。

　そういうことをわかっているであろう彼は、すぐに小さく頷いた。

「おいで」

　言われるがまま、ソファーにきちんと座り直した彰史の腕に収まる。彼は美紅の腰を抱くと、陰唇に雄幹を添えた。

「んっ……」

　垂れてくる蜜を纏わせるように揺らし、秘部をこすり合わせる。淡い快感なのに、先端が可憐な秘芽をかすめるたびに吐息が零れた。

　程なくして、雄の銃口が蜜口にあてがわれた。照準を定めるようにぴたりと合わさった直後、グッと押し込まれる。

「アッ……」

　隘路は一瞬だけ抵抗を見せて閉じかけたが、狭い道をこじ開けるがごとく一気に奥まで挿し込まれた。

「んぁっ！　……っ」

　いきなり秘奥まで穿たれ、背中が仰け反る。しかし、彰史の手がそれを許してはくれず、きつく抱きとめられた細い腰が大きく震えた。

「深……っ、ぁんっ」

　今日はまだ一度も達していない。こんなことは滅多になくて、だからこそ唐突に強い刺激を受けた美紅の身体がビクビクと強張る。

「クッ……！　美紅、力……っ、抜いて」

「だめっ……ァッ」

　力を抜こうにも、姫筒を埋め尽くす楔の質量に息を詰めるばかり。

　すると、彰史が眉を寄せて微笑んだ。

「じゃあ、ちょっと気を逸らせようか」

　そう言われたかと思うと、結合部に手が伸びてきた。彼の指先は柔毛をかき分け、迷うことなく蜜核を探り当ててしまう。

「ひっ、あぁっ」

「今日はまだイかせてあげていないからね。挿れたまま、ここでイってみようか」

　彰史は腰をゆるゆると動かし始め、脆弱な突起を転がした。内側への刺激はまだ弱く、対して外側からの悦楽は熾烈である。

　美紅は身体を引こうとしたが、腰を抱いたままの彼の左手が逃げ場を奪った。

「ァ、ァッ、あんっ……やぁっ」

「嫌じゃなくて、いい、だろう？」

　緩やかな律動はそのままに、秘芽をこすられる。クリクリと執拗に捏ねられていくうちに包皮が剥け、真っ赤な芯が顔を出した。

「ああぁぁっ……ッ」

　電流のような痺れが走り抜ける。まるで脳天を突き抜けるように激しく、じんじんとした甘い疼痛が広がっていった。

「やっ……だめ、っ、やぁっ……」

「だめ。イくまでやめてあげないよ。さっき、そういう約束をしただろう？」

　それが〝お返し〟のことを言っているのだと気づいたが、美紅にはそんなことに構う余裕はない。一秒ごとに膨れ上がる法悦を受け止めるだけで精一杯だった。

　彰史の腰と手は、一切止まらない。

　奥に届かないギリギリの位置を、絶えずゆったりと突いて。指の腹では、ツンと尖った花芯を捏ね繰り回すようにいたぶり続けている。

　容赦のない指先と残酷なほど優しい抽挿に、美紅はどんどん追い詰められていった。

「やだぁっ……！　イっちゃ……！」

「イっていいよ。今日はまだイかせてあげていないし、舐めてもあげられなかったからね。それに、ここでイっておいた方があとでもっと気持ちよくなれるよ」

　淫蕩な悪魔の囁きが、美紅の理性に侵入しては溶かしていく。

「ほら、我慢しないで。……上手にイけるだろう？」

　なんて甘やかされた時には、もう駆け上がる身体を止めることはできなかった。

「んっ……あんっ」

　秘芯を嬲る指先が、より速さを増す。決して痛みがないようにしながらも激しくこすり、とどめとばかりにグリッと持ち上げるようにして押しつぶした。

「ひっ……!?　ッ……ぅあああぁぁぁっ……！」

　思考が弾け、四肢が強張る。美紅は、ガクガクと腰を震わせながら喉を仰け反らせ、とうとう昇り詰めた。

「ハッ……」

　同時に蜜襞がぎゅうぅっ……とすぼまり、彼は快楽を逃すように歯噛みする。

　一瞬、時間が止まったのかと思うほどの静寂が訪れ、美紅の身体がくたりと弛緩した。

　けれど、休ませてくれることなく、彰史の指が悪戯に陰核をかすめる。そのたびに美紅が啼きながら腰を跳ねさせ、イヤイヤをするように首を力なく横に振った。

「今、っ……イった、の……ぁっ」

「ッ……ああ、そうだね」

「やっ……アッ、んっ、ぁ、ァッ……」

　達したまま、ずっと下りてこられない。

　まるで拷問のようで、気持ちいいよりも苦しくて……。美紅は細切れに声を上げながら、涙で濡れた瞳で彼を見る。

「でも、ここ……すごく硬くなって可愛いよ。ずっと触っていてあげたいくらいだ」

　耳朶に舌が這わされ、残酷な囁きが落とされる。

「やぁぁっ……もう、ッ、ぁ……ああっ」

　必死にかぶりを振って彰史の首にしがみついた直後、ぷっくりと膨らんだ脆弱な秘核を再びグリッとすり潰された。

「ひゃあっ……ああぁぁっ……」

　高みにいた美紅の身体が、もう一歩先へと押し上げられる。苦悶の表情を浮かべた美紅の腰がビクビクと跳ね、秘孔からは勢いよく飛沫が噴出した。

　結合部が蜜に塗れ、彰史の手も汚す。彼はようやく指を離すと、満足げに嗤って指に絡んだ雫を舐め取った。

「待っ、ぁ……まっ、て……」

　なおも腰を揺らし続ける彰史に、喘ぎながら訴える。けれど、美紅がうっすらと予想している通り、律動が止められることはなかった。

「だめだよ。さっきのお返し……しないとね？」

「もっ……いい、からぁ……」

「でも、俺はまだイってないし……美紅だって、ナカでイきたいだろう？」

　もう充分だ、と叫びたくなる。それほどまでに、彼の愛撫は酷なものだった。

　ただ、奥処で達することを知っている身体は、限界を訴えながらも雄杭を離さない。むしろ、きゅうきゅうとしがみついて甘えているようだった。

「ほら……美紅のここは、もっと動いてほしそうだよ」

　クイッと腰を突き上げられ、美紅が背中を大きく反らせる。

　蜜源を穿たれて息を詰めたのに、身体は快楽だと認識しているようで……。甘苦しさにもがきながらも、内壁は悦びに震えていた。

　彼はそれをすべて見透かしているのか、「ほらね」と愉しげに囁く。

　そして、奥まで届いている楔をギリギリまで引き抜き、ガツンッ……と叩きつけた。

「ふぁっ……ああぁっ」

　突如、全身が大きく揺さぶられた。優しかった抽挿に、手加減がなくなる。

　まるで鋭利に尖る凶器のような危険さを伴って、下からズンズンと響きそうなほど過激に突き上げてきた。

　ぷっくりとした先端が蜜壁をかき分け、襞を丁寧にこすりつけて。縦横無尽に捏ね回し、奥処を抉り上げて悦楽を押し込む。

　強引に注ぎ込まれたそれは、平衡感覚がなくなるほどに激しい。

　肢体はされるがままいやらしく躍り、自分が今どこにいるのかわからなくなってしまいそうだった。

「あっ、ァッ……んっ、ああっ……」

　痛くはない。

　けれど、苦しい。

　それなのに、たまらなく気持ちいい。

　ぐちゃぐちゃになっている思考の中で、感じたままのことが浮かんでは消えていく。

　美紅の身体が揺れるのに合わせて豊満な双丘も跳ね、彰史の視界をも楽しませる。彼は動物が本能で動くように、艶めかしく躍る膨らみの頂に吸いついた。

「やあぁっ……」

　カリッと歯を立てられ、ねっとりと舐められて、じんじんと痺れる。突き動かされている腰はより激しさを増し、腰を掴んでいる手が下りてまろみを帯びた臀部を揉んだ。

　いつしか、されるがままだった美紅も自ら腰を振り、快楽を貪っていた。

「だめっ……もっ……！」

　愉悦の波に絶えず襲われ続け、これ以上こらえられない。もうだめだと思った時には、美紅の身体は絶頂感に包まれていた。

「ァッ、ああっ……ふぁっ……あああぁぁぁっ！」

　全身が強張った直後、ガクガクと震える。

「ぅぁっ……くっ……」

　きつく歯噛みした彰史は、ぶるりと胴震いをして美紅をぎゅうっと抱きしめた。次いで二、三度突き上げると、屹立をビクンッと戦慄かせて欲を吐き出した。

　最奥を叩きつける体液の感覚に、美紅が吐息とも嬌声ともつかない声を漏らす。

　言うことを聞かない手足はもがくように動き、そのうちくたりと力を失った。

　静かなリビングに、ふたりの荒い呼吸音だけが響く。互いに肌はあちこち濡れているが、どちらの汗や体液かはわからなかった。

　瞼を閉じていた美紅が、そっと目を開ける。そして、自分のナカに注ぎ込まれた欲望を確かめるように下腹部を撫でた。

「ふぁっ……？」

　次の瞬間、精を放出したはずの熱杭が硬さを取り戻し始めた。

　ゆるっと腰を動かされ、美紅は下肢を戦慄かせてしまう。反射的に彰史を見れば、彼の双眸は劣情で満ちていた。

「つけずにしたのが久しぶりだから……また……」

　産後の情交では、ずっと避妊していた。

　三人目を考えていたとはいえ、双子を出産して間もなかったし、なによりも美紅の身体を思いやることを最優先してくれていたからである。

　その分、今日の行為で互いに与えた愉悦は、筆舌に尽くしがたいほどのものだった。

「美紅のナカをなにも隔てずに感じるのがここまで気持ちいいんだって、思い出してしまったみたいだ」

　真っ直ぐに見据えられて、鼓動が高鳴った。

　もう無理だと身体が叫んでいる。

　それなのに、ときめいた胸が愛する人を貪欲に求めてしまう。

　どちらからともなく顔を近づけて唇を重ねた時には、きっとこのあとにどうなるのかは決まっていた。

「このままもう一回、いい？」

「ん……でも、ちょっとだけ、苦しい……」

　彰史は「わかった」と頷くと、ソファーから立ち上がった。

「やぁっ！」

　一瞬、怒張が奥深くまで刺さり、美紅が涙を零す。けれど、床に落ちるのではないかという恐怖心が、咄嗟に彼の首に腕を回させた。

「んぁっ……これ、だめぇ……」

「んっ……大丈夫。ちゃんとわかっている、から……」

　熱い息を耳元で感じた美紅は、彰史の言葉を上手く噛み砕けない。グズグズにとろけた奥を突かれる感覚に、ただただ息を詰めることしかできなかった。

　ようやくして身体が安定する。反射的に閉じていた瞼を開ければ、ソファーに下ろされていた。

　とはいっても、座面についているのは背中だけで、頭は背もたれに無理やり置いたような状態である。寝ていると表現するよりも、ソファーからずり落ちそうな感じだった。

「彰史さん……？」

　彼が美紅の疑問を掬い取ってくれる。

「美紅はもう限界だろう？　普通の体勢だと壊してしまいそうだからね。長引かせないようにちょっと激しくするよ」

「え……？」

　けれど、それは優しいのか優しくないのか、さっぱりわからない提案だった。

「ひっ……！」

　思考を働かせようとした美紅が、喉を引き攣らせたような声を発する。太ももを持ち上げるようにされ、臀部がソファーから浮き上がったのだ。

「ぁっ、ッ……あんっ」

　彰史は余裕なさげに息を吐くと、ゆったりと蜜筒をこすり始めた。

「ふぁっ、んっ、ふぅ……ああっ」

　抽挿は速くないのに、不安定な体勢にされているせいで楔が簡単に奥まで届く。一度そこで達しているせいで、蜜路は充溢した雄杭を嬉々として受け入れていた。

「この、たいせ……こわいっ……ァ、ンッ……」

　美紅の上半身はしっかりとソファーについているが、揺さぶられるたびに下半身が浮き上がって不安定感が強くなる。

「大丈夫だよ……ッ。俺が、美紅を落とすわけが……っ、ないだろう？」

　ところが、彼は体位を変えるつもりはないらしく、腰を回すようにして動く。

　グチュッ、グチャッ……と執拗に姫洞をかき回す様は、淫靡な蜜を撹拌しているようでもあった。

　腰まで浮いた美紅は、膝から下をばたつかせながらも揺すぶられるしかない。

　激し過ぎない律動なのに、最奥を抉り取られる感覚に襲われて……。あっという間に、法悦の海に溺れていった。

　彰史も余裕がないのが伝わるほどに眉をひそめ、必死に内壁で熱幹をしごいている。気持ちよさそうに息を吐き、快感だけを追い求めていた。

　蜜壁は滾りを食い締め、剛直はそれに抵抗するように姫襞をこする。美紅にとっては無意識の行為だが、彼にとってはそれがたまらない悦楽のようだった。

　ガンガンと突き上げられる美紅の身体は、瞬く間に最果てへと駆け上がっていく。優しかったのは最初だけで、今の彰史の律動はもう容赦がなかった。

「あぁっ、んっ……ひっ、はぁぅ……」

　甘苦しい啼き声を飛び散らせる美紅が、限界を訴えて必死に首を横に振る。

「ん……あと、少し……だからっ」

　彼は理解を示しつつ、蜜源を繰り返し抉った。

　屹立でガツガツと穿たれ続けた隘路は、絶えず激しく収縮している。ねぶるように欲望を締めつけては、欲を飲み込もうと蠢動した。

「あきっ、ふみ、さっ……」

　美紅が咄嗟に手を伸ばせば、彰史がギュッと握る。

「ひっ……ぁぅ、あああぁぁぁぁっ──！」

　刹那、美紅は今夜で一番激しく身を戦慄かせ、涙を零しながら深く果てた。

　蜜襞がキュンキュンと轟き、怒張をきつくきつく食いしばる。

　彼は荒々しく息を吐き捨て、肌を伝う汗を落としながら腰を大きく震わせた。

「クッ……ああっ……！」

　ドクンッ……と脈打った雄芯が膨張し、銃口から飛沫を迸らせる。

　精は奥処を数回叩き、きゅうきゅうとすぼまる蜜洞が一滴残らず搾り取ったあとで、ずるりと引き抜かれた。

　美紅の身体が落ちそうになり、彰史がしっかりと抱き留める。彼は、美紅を抱いたままソファーに横になった。

　彰史の上に乗せられた美紅は、重なった肌の心地好さにうっとりと目を閉じる。

　硬い胸板に触れる左手の薬指には結婚指輪が、そして右手の小指にはプレゼントされたばかりのピンキーリングが静かに輝いていた。







エピローグ








　心身が落ち着いてきたのは、二度目の絶頂から十五分ほどが経った頃のこと。

　美紅は彰史の身体の上で微睡んでいて、このまま寝かせてあげたいと思う。

　ただ、寝室にいる航と蛍がいつ起きるかわからない以上、いつまでもこうしてはいられない。

　彰史はできるだけ静かに動き、美紅の下からそっと抜け出した。

　サニタリーでタオルを手にし、洗面台の蛇口から出した湯で濡らす。自身の全身を手早く拭いてから洗濯カゴに放り込み、もう一枚タオルを出してキッチンに向かった。

　水で濡らしたタオルをレンジに入れ、温めている間にリビングに脱ぎ捨てていたボクサーパンツとズボンを履く。

　美紅は時折瞼を開けようとしていたが、もう意識のほとんどが夢の中にあるようだった。

　出来上がったホットタオルで、彼女の身体を拭いていく。

　白い肌は相変わらずきめが細かく、触り心地が好い。細い脚は肝心なところは肉付きがよく、柔らかな臀部も同じである。

　くびれたウエストと豊かな乳房の対比なんて、何度見ても艶めかしくてたまらない。

（……なにを考えているんだ、俺は）

　二回も欲を吐いておいて、さらに欲情してしまうなんて……。思春期の子どもでもあるまいし……と自嘲しながらも、喉が微かに鳴ったことには気づいていた。

（いや……今日の求め方は中高生よりひどいな）

　航と蛍が生まれて、ちょうど一年。

　夏生まれらしく、そして双子らしさもある名前を──という思いから航と蛍と名付けた子どもたちは、今日まで大きな怪我や病気をすることなくすくすくと育ってくれた。

　とてもありがたく、幸せなことだと思う。

　一方で、親として、そして夫婦としては、何度も壁にぶつかってきた。

　初めての育児は、本当になにもかもが初めてのことばかりだった。

　それこそ、最初の頃は毎日のように右往左往するだけで、恥ずかしながらほとんどなにもできなかった。

　ミルクを飲まずに困り、飲んだと思ったら思い切り吐かれ……。出勤前にオムツを変える時に、スーツに尿をかけられたこともある。

　理由のわからない泣き声にはあやしながらも頭を抱え、俗に言うギャン泣きが深夜に続いた時には心身ともに疲弊して参りそうになった。

　しかし、美紅の苦労は自分の比ではなかったはず。

　両家の母親を中心に手を貸してもらっていても、なんでもかんでも頼っていたわけでもない。

　少しずつ自分ひとりでできるように……と、一生懸命努力していたことも知っている。

　そんな美紅を逞しく、そして愛おしく思うのと同時に、自分ひとりで頑張り過ぎるところが心配でたまらなかった。

　余裕のなさからか、彼女は彰史が育児をしても苛立ちを見せるようになり、彰史は役に立たない自身の不甲斐なさにイライラすることが増えた。

　今にして思えば、なにもかもが初めてだったのに無理をし過ぎていたのだ。

　彰史なりにどうにかできないかと模索していたが、空回っていたことも少なくはない。

　それがギスギスした空気を生み出し、あれほど甘かった夫婦関係は次第にぎこちなくなっていった。

　もちろん、互いに笑顔で過ごせる日もあるが、美紅の表情が暗かったことも多い。

　いきなり双子を育てるなど、並大抵のことではないのだから当たり前だろう。

　仕事が忙しかったとはいえ、なぜもっと努力しなかったのか……とあの頃のことを後悔している。

　もっとも、今さら過去は変えられない。

　それはよくわかっているからこそ、同じ失敗は繰り返さないと密かに自分自身に誓っていた。

　その後、少し余裕が持てるようになると、自然とスキンシップが増えた。

　不思議なもので、触れ合うと心身ともに満たされるおかげか、会話も増えて肩の力が抜けるようになり、上手く連携が取れるようになった。

　育児に慣れてきた頃だったのもあるとは思うが、触れ合うことがいかに大切かを実感したのも間違いない。

　セックスを再開すると、それはより顕著に感じられた。

　とはいえ、双子を育てながら夫婦の時間を確保するのは、本当に大変である。

　会話するタイミングすらまともにない日もあるのに、時間をかけて愛し合える日など来る気がしなかった。

　互いにどれだけ興奮していても、航か蛍が泣き出せば当たり前に中断するしかない。

　不完全燃焼だった日は数え切れず、挿入寸前でやめることになった時には高ぶる欲望をどうすればいいのだ……と心の中で嘆いたほどだ。

　その代わり、最後までできた日の興奮は筆舌に尽くしがたかった。

　いい歳をしてバカみたいに欲情したし、妊娠前よりは優しく動くようにしていたものの、彼女を容赦なく果てさせ続けたこともある。

　正直、思いやっているのか、調教じみた責め方をしているのか、よくわからなかった。

　恐らく……確実に、後者だったと思う──。




　そして、久しぶりに避妊をせずにした今夜は、これまでで一番ひどかった。

　けれど、涙を零しながらも艶めかしく喘ぐ美紅を見ていると、どうしても止められなかったのだ。

　本当に、思春期の男子か、それ以上に欲をぶつけてしまった……と反省している。

　彰史はそんなことを考えながら、彼女の身体を綺麗に拭き終えた。濡れてしまった下着をつけるわけにもいかず、ひとまず自身のＴシャツを着させておく。

　すっかり寝入っている美紅は、彰史が抱き上げても起きることはなかった。

　こんな風に彼女の世話を焼ける機会も減ったため、まるで夫婦ふたりだけだった頃に戻ったようで笑みが零れる。

　できるだけ足音を立てずに二階に上がって寝室に行くと、航と蛍はすやすやと眠っていた。しかし、寝相が悪いふたりは、布団の隅の方にいる。

「毎晩よく動くね」

　クスッと笑った彰史は、まずは美紅をベッドに下ろし、続いて子どもたちのブランケットをかけ直した。

　本当は真ん中で寝かせてあげたいが、動かすことによって起きるリスクが高い。できればそのまま眠らせていてあげたいし、彼女と自分のためにも寝ていてほしかった。

（寝かせる場所も、ちゃんと考えないといけないな。子どもたちだけ、ずっと布団で寝かせるわけにはいかないし……。いっそのこと、客間で布団を敷いてみんなで寝るか？）

　妻と子どもたちの寝顔を見つめる彰史が、真剣に思案し始める。

　ベビーベッドを使うことに危険を感じ、だからといって自分たちのベッドで寝かせるのも不安で、仕方なく今の形にしている。

　ただ、このままでいるよりも、なにか他の方法を考えた方がいいだろう。

　それなら、寝室をどうにかするよりは、いっそのこと家族全員で客間を寝床にする方が手間暇はかからない。

（いや、でもそれだと物音で起きるか？　客間はリビングから近いし、ふたりが寝たあとで家事をすると起こしてしまうかな）

　航と蛍が生まれるまでは、こんなことでも頭を悩ませるなんて思いもしなかった。

　想像もしていなかった日々に驚いたり戸惑ったりもするが、それでもなお幸福感の方が遥かに大きい。

　美紅のいない生活が考えられなかったように、航と蛍のいない人生などもうまったく想像もできない。

　彰史にとって、妻と子どもたちはどんなものにも代えがたい、かけがえのない存在なのだ。

（目に入れても痛くないくらい可愛いって、たぶんこういうことなんだろうな）

　日々大きくなる子どもたちが、心から愛おしくてたまらない。

　一挙手一投足が可愛くて、意思の疎通が難しいながらもわがままを言う姿すらも愛らしいと思う。

　笑顔はもちろん、泣き顔だって世界で一番だと感じるほどには、親バカの自覚もある。

　けれど、彰史の中の〝最愛〟は美紅だ。

　航と蛍も確かに愛しているし、なにに代えても守っていくつもりだが、深く愛している子どもたちよりも彼女への愛情の方がさらに大きいのだ。

　きっと、これは一生変わらないのだろう。

　父親として決して口にする気はないが、美紅への恋情が絶えないことはこれからも伝えていくつもりである。

　だからこそ、時々ふと思ってしまう。

　この先、育児に追われ、子どもたちに振り回されて、これまでのように夫婦ふたりの時間が思うように持てなくなっても、変わらずに互いを想い合っていたい。

　キスも、身体を重ねることも、決して忘れずにいたい。

　そして願わくば、次の夜には〝もっと淫らに愛し合いたい〟──と。





＊　＊　＊






　翌朝の三嶋家も、通常運転だった。

　朝から夫婦で協力して離乳食を食べさせ、オムツを替えて着替えさせる。その間に何度かぐずられるのも、すっかり慣れたものである。

　ついさきほどまでは泣いていたかと思えば、なにが楽しいのか突然笑い出す。コロコロと変わる機嫌や表情に振り回されるのも、日常の光景だった。

　最初はおろおろしたこともあったが、今は笑って対応できる。

　子どもたちが成長している分とまではいかずとも、自分たちも親として少しは成長できているのかもしれない。

　そんなことを思いながらスーツに着替え、リビングに戻った。

　美紅はキッチンで片付けている最中で、航と蛍はリビングのラグの上でお気に入りのぬいぐるみを手に寝転がっていた。

「次の休みは水族館に行ってみようか」

「えっ、いいの？」

　彰史が週末のことを切り出すと、彼女が手を止めてこちらを見た。

「ああ。動物園は何度か行ったけど、水族館にはまだ行ったことがないだろう」

「うん」

「最近、ペンギンの赤ちゃんが観られるようになったみたいだし、航と蛍が喜ぶんじゃないかと思って」

「絶対に喜ぶよ！」

　パッと瞳を輝かせた美紅が、航と蛍に笑顔を向ける。

「航、蛍、パパが水族館に連れて行ってくれるって！　よかったね」

　子どもたちよりも嬉しそうな彼女に、思わず瞳を緩めてしまった。

「パッパ、あーい！」

「パパ、パンパー、ぱぁ！」

　どこまで理解しているのか、航と蛍は上機嫌で両手をブンブンと振っている。

　たどたどしく「パパ」と言いながら両手を伸ばしてくる子どもたちに、自然と笑みを浮かべていた。

「はいはい。抱っこだね」

　彰史は、航と蛍をひょいっと抱き上げた。

　離乳食を始めてから一気に体重が増えてずっしりと重くなってきたが、まだまだふたり一緒に抱っこができそうでホッとする。

「じゃあ、パパはそろそろ行ってくるよ。ふたりとも、お利口で待っているんだよ」

　にこにこと笑う航と蛍は一瞬不満そうな顔をしたが、キッチンから出てきた美紅が抱くとまた笑顔に戻った。

　彼女は少し重そうにふたりを抱っこしたまま、彰史の後をついてくる。そして、玄関先で足を止め、穏やかな笑みを浮かべた。

「いってらっしゃい」

「ああ、行ってきます」

　愛おしい妻と触れるだけのキスを交わし、航と蛍の頭を優しく撫でる。

　愛する家族に見送られるという幸せな光景に、彰史は心からの笑みを零した──。







番外編








　穏やかな土曜日の朝。

「うわぁぁぁんっ……！」

　家中に響くような泣き声で目を覚ました彰史は、一気に思考と目が覚醒した。

　今日のきっかけはどちらだろうか……と苦笑を漏らしながらベッドから下り、リビングへと向かう。

　すると、蛍が美紅にしがみついて泣いていた。蛍の背中を撫でる彼女が、彰史に気づいて苦笑を零す。

「ほら、泣かないの。蛍も悪かったんだから、ごめんなさいしなさい」

「やあっ……！　わっくんが、ほたちゃんのクマちゃっ……とったのぉ！　うぇっ……ほたちゃん、わるいない！」

「ちあう！　ほたちゃんが、わっくんのきょうりゅうしゃんポイした！　ほたちゃん、だめだった！　わっくん、ちあう！」

　なんとなく状況が読めてくる。

　要するに、蛍がなんらかの理由で航のお気に入りの恐竜のぬいぐるみを投げ、仕返しに航が蛍の大事なクマのぬいぐるみを奪ったのだろう。

　二歳半を過ぎた頃から、ふたりはよく喧嘩をするようになった。三歳になったばかりでまだ拙いが、言葉が発達するにつれて喧嘩はどんどん激しくなってきた。

　平日の朝はだいたいどちらかが泣いていて、叱られた方も結局泣き出すという、カオスな状態も少なくはない。

　しかし、土曜日の朝は航と蛍の大好きなアニメが放送されているため、この時間に喧嘩をしているのは珍しかった。

「今日は特番があって、アニメがやってなくて」

「ああ、なるほど」

　美紅の短い説明で、彰史はさらに状況を把握した。

「あのね、蛍。航がクマちゃんを取ったのはだめなことよ。でも、蛍が先に恐竜さんをポイッてしたよね？　ママ、見てたよ？」

「うぅ～っ……ちあうもん！」

「あれれ？　ママ、嘘つきな蛍は嫌だな。ちゃんとごめんなさいできる、いい子の蛍が大好きなんだけどなぁ」

「だってぇ……」

「航も同じよ。先に蛍が恐竜さんをポイッてしたけど、航だってクマちゃんを取ったでしょう？　嫌なことをしちゃったんだから、ふたりとも悪いんだよ。だから、どっちもごめんなさいしなさい」

「やあっ……！」

「わっくんもやだぁ！」

　いったい誰に似たのか、とにかく航も蛍も頑固である。喧嘩をした時にはさらにひどく、所構わず寝転がって泣き喚く時には手に追えないこともあった。

「航、蛍。ふたりともごめんなさいは？　どっちも悪かっただろう？」

　彰史が口を挟めば、ふたりとも頬を膨らませてプイッと顔を背けた。

　普段は天使のように可愛くて、蛍なんて『パパのおよめさんになる』が口癖なのに、こういう時は本当に聞き分けが悪い。

　航も蛍も、日頃の甘えん坊の姿とは正反対だった。

「……そっかぁ。じゃあ、今日は航と蛍はお留守番かなぁ」

「えっ？」

　わざとらしいため息を零した美紅を、ふたりが涙目のまま見つめる。

「今日はね、じいじとばあばも一緒に動物園に行こうってお約束してるんだけど……」

「どうぶちゅえん？　うさぎしゃん、いる？」

「ライオンしゃん、わっくんいく？」

　蛍と航の質問に、美紅は悲しそうに眉を下げてみせる。こういう姿を見ると、演技が上手くなったな……と笑ってしまいそうだった。

「うーん……ごめんなさいできないなら、動物園には行けないかなぁ。だって、動物園のうさぎさんもライオンさんもキリンさんも、みんな家族仲良しだよね？　それなのに、航と蛍みたいに喧嘩してたら、動物さんたちをびっくりさせちゃうもんね？」

　だからお留守番だねぇ、と念押しされて、ふたりが慌て出した。

「わっくん、ごめんなさいしゅる！　ほたちゃ、ごめんね？　クマしゃん、はい！」

「ほたちゃんも、いいこなる！　わっくん、ごめんねぇ！　きょうりゅうしゃん、いたいしてごめんねぇ……！」

　なんとも現金な姿だが、航と蛍の脳内は動物園のことでいっぱいだろう。数分前の喧嘩のことなど、もう抜け落ちているに違いない。

　彰史が笑いをこらえていると、彼女も肩を竦めた。

「じゃあ、仲直りね？　もう嫌なことはしちゃだめよ？」

「はぁい！」

　元気よくビシッと手を挙げたふたりは、きっと今日もまだまだ喧嘩をするだろう。それでも、このくらいで諫められるのなら平和な方だ。

「よし！　じゃあ、朝ご飯食べようね。おにぎり作ったから、仲良く食べてね」

　いい返事をした航と蛍は、キッズチェアーに我先にと言わんばかりによじ登る。背筋を伸ばして座る姿は、なぜか得意げだった。

「彰史さん、コーヒー飲む？」

「自分で淹れるよ。美紅は先に食べて」

「ありがとう。でも、まだ卵焼きを準備してる途中だったから」

　彰史は、美紅とともにキッチンに行き、卵焼きを切る彼女の隣でコーヒーを準備した。

　今日は、両親たちと動物園に行くことになっている。

　直美と敏恵がそれぞれにお弁当を持ってきてくれるらしく、『あなたたちはなにも用意しなくていいからね』と念押しされた。

　孫を溺愛してくれているおかげで、こういう時に至れり尽くせりなのはありがたい。

　両親たちも孫のためになにかできるのが嬉しいようで、甘え過ぎないようにしつつも甘えるようにしていた。

「それにしても、美紅は喧嘩を収めるのが上手いね」

「だって、毎日こうだもん。平日の朝なんてまともに付き合ってたらパートに遅刻するし、とにかく泣きやんでもらわないと」

「そうだね」

　航と蛍が三歳になった二ヶ月ほど前から、美紅はフルールのパートに復帰した。

　店長は喜んで迎え入れてくれ、以前と同じように二号店に勤務している。

　現在は週三日、朝十時から午後二時頃までのシフトで、その間子どもたちは直美と敏恵が交代で見てくれていた。

　本来は保育園に入れるつもりだったが、現状では就労時間が短いために認可保育園に入園できず、未認可すら見つからない。

　さらには、幼稚園に入れるのも時期的に中途半端である。

　そのため、来春まで今の方法でやり過ごすことにして、四月からは幼稚園に入園させることに決めた。

　美紅としては以前と同じ勤務時間を目指しているが、なんせ三嶋家は双子を抱えている。

　ひとりが風邪をひけばもう片方にも感染するのは当たり前で、幼稚園や保育園での集団生活が始まれば子ども特有の感染症は避けられないだろう。

　病気に罹る頻度が単純計算で二倍のため、最初からフルタイムで働くのはリスクが高く、美紅の負担が増大するのは目に見えていた。

　そこで、両親たちの提案もあり、まずは少しずつ働くことにしたのだ。

　店長もその点に理解があり、短時間勤務の従業員が欲しかったという理由も重なったらしく、快く受け入れてくれている。

　ずっと育児に追われていた美紅も、久しぶりに外で働くことが楽しいようで、最近は今までに増して生き生きとしていた。

　母親たちには申し訳ないが、孫が可愛くて仕方がないふたりはむしろ喜んでいる。

　最近では隆と信夫も来てくれており、祖父母が大好きな子どもたちも楽しそうだった。

　実家に頼ってばかりだが、我が家は自分たちのペースで進んでいこうと決めている。なによりも、航と蛍のためになる方法を選んでいこう……と。




「ママ、はやくー！」

「いくよぉ～！」

　朝食と着替えを済ませると、リビングでは航と蛍が騒いでいた。パンダの着ぐるみ姿のふたりは、お気に入りの色違いのリュックを背負って準備万端だった。

「はいはい、ちょっと待ってね」

「ふたりとも、先にパパと車に乗っていようか」

　メイクを終えた美紅がバタバタと動いているのを見て、彰史が笑顔で提案する。

「やだ！　ほたちゃん、ママといっしょがいい」

「わっくん、ママといく」

　ところが、どちらにも振られてしまう。

　航も蛍もあまり人見知りはしないし、彰史にもとても懐いている。ただ、やっぱり母親が一番なのか、こういう時は必ず『ママがいい』と言うのだ。

　少しばかり寂しいし、彼女にラクをさせたいのに上手くいかないのも切ない。

「わっくん、どうぶちゅえんでママとおててちゅないであげるね。ママ、パパとおててちゅながないでね？　わっくんといっちょだよ？」

　蛍が彰史のお嫁さんになりたがっているように、航は美紅と結婚したいらしく、なにかと彰史と張り合っている。特に、家族で出掛ける時には彼女と手を繋ぎたがった。

　微笑ましい反面、彰史は心の中で常々『美紅は俺のものだ』と答えている。もちろん、口にはしないが、美紅の夫の座は愛する息子と言えども譲れない。

（……三歳児と張り合ってどうするんだ）

「お待たせ。じゃあ、行こうか」

　心の中で自嘲しつつも、笑顔を見せる彼女を前にするとやっぱり誰にも渡したくないという気持ちでいっぱいになる。

「わーい！」

「おくちゅ、はく～！」

　玄関へと駆け出した航と蛍を追おうとした美紅の腕を引くと、彼女が不思議そうな表情で振り向いた。

「俺とも手を繋いでくれる？」

「やだ、彰史さんったら。また航と張り合ってるの？」

　美紅はクスクスと笑いながらも、とても幸せそうに瞳を緩めた。

「だめ？」

「ぜひ繋いでください、旦那様」

　花が綻ぶように破顔した彼女は、出会った頃よりもさらに可愛くなった。母性を纏う面持ちは美しいとも形容したくなるが、朗らかな笑顔はやっぱり昔と変わらず愛らしい。

「俺の奥さんは可愛過ぎるね」

「っ……！　きゅ、急にどうしたの？」

「いつも思っていることだけど、航に負けないように言葉にしておこうかなって」

「そ、そっか……」

　頬を赤らめる美紅に、胸の奥が高鳴る。ときめいたのは、彼女ではなく自分自身の方だ。

（いつまで経っても敵わないな）

「ママー、パーパ！」

「はやくー」

　玄関から彰史たちを呼ぶ航と蛍に、美紅が「はーい」と返事をする。

「彰史さん、早く行こう。あの子たちが待ってるから」

「ああ、そうだね。でも、その前に──」

「え？」

　頷いた彰史が、彼女の唇を優しく奪う。触れるだけのキスのあと、もう一度チュッと音を立ててくちづけた。

「愛しているよ」

　ついでに耳元で囁き、一足先に玄関に向かう。

　途中で振り向けば、美紅が赤く染まった頬をわずかに膨らませていた。そんな彼女が可愛くて、思わず笑みを零してしまう。

「もう……！　彰史さんはずるいよ……！」

　ずるいのは美紅の方だろう、という言葉は胸の中にとどめておく。

　程なくして追いかけてきた彼女が、彰史の肩に手を置いて耳元に唇を寄せた。

「私だって、愛してるんだからね？」

　待ち切れずに騒ぐ航と蛍の声に混じって、柔らかな声音が鼓膜をくすぐる。

　はにかむ美紅と視線がぶつかった瞬間、彰史はまた甘やかな愛に堕ちたのだった──。
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　このたびは、『三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合いたい～夫婦の秘め事、永遠の蜜恋～』をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。桜さくら月づき海み羽うです。

　前作で触れたように、今作が最終巻になります。二〇二〇年三月刊だった一巻の刊行後まもなく二巻のお話をいただけただけでも驚きましたが、その後に『六巻まで書いてみませんか？』と打診をいただいた際には驚きと喜びを通り越してフリーズしてしまいました。

　あれから約二年。一巻で終わるはずだった『三嶋夫妻』を六巻まで刊行させていただけ、コミカライズまで叶ったのは、ひとえに応援してくださっている皆様のおかげです。




　三巻以降の刊行が決まった時点で、最終巻で子どもがいることは想定していました。せっかくなら、美紅と彰史に家族ができるところを書きたかったからです。

　一作品のキャラをこんなに長く書き続けたことはなかったので、最初は完結まで走り切れるのか……という不安が大きかったですが、今はしんみりとした気持ちになっています。

　それぞれの巻ごとに様々な思い入れや思い出がありますが、今作では常に寂しさと隣り合わせで書いていました。名残惜し過ぎて、初めて番外編を書いてしまったくらいです。

　ですが、ずっと三嶋夫妻を見守ってくださっていた方々に、サブキャラも含めて幸せな結末をお見せできたんじゃないかな？　と思っています。

　発売前にはいつも不安と緊張に包まれている私ですが、今回ばかりは完走できた自分をほんの少しだけ褒めてあげたいです。ただ、やっぱり寂しさが大きいので、そのうちまた他の作品で三嶋夫妻を登場させられたらいいな……と密かに考えています。




　最後になりましたが、二人三脚で走り抜けてくださった担当様、素敵な機会をくださった濃蜜ラブルージュ様、この作品に携わってくださった方々に、心よりお礼申し上げます。

　また、『三嶋夫妻』シリーズの表紙をすべてご担当くださった、ｒｅｒａ先生。六巻分の素敵なイラストは、どれも大切な宝物です。ラフの段階から、いつも言葉にできないほど感動していました。ご多忙の中、最後までご担当くださいまして感謝しかありません。

　そしてなによりも、『三嶋夫妻』を見守ってくださった皆様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝を込めて。本当にありがとうございました。

　三嶋夫妻とあなたに、またいつかお会いできますように──。
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